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lA 警告 I 


义災感電 


下記のを意事項を守 5 ないと义災-感電によ 
り 死亡 や大 けむ S の原因となりまず。 


機器を水ミ商のかかる場所に置かないこと。及び水の 
入った物、花瓶などを機器の上に置かないで<ださい。 



機器は電源コンセントの近くでお使いください。異常 
な音やにおい、煙びでたとさはすぐに電源コンセント 
から電源プラグを抜を、電源を適断してください。 



A 注思 


下記の注意事項を守5ないと I ホ® P をしたり周 
辺の家財に損害を与えたりずることびありま 


ず。 


布をかけたり、毛足の長いじゅラたんや布団の上また 
は壁和家具に密接して置いて、通風孔をふさぐなど、 
自然放熱の妨げになるよラなことはしないでください。 
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この取扱説明書に 
ごいて 

この取扱説明書では、主に付属のリモコンの 
ボタンを使った操作のしかたを説明していま 
す。 U モコンと同じ名前の本体のボタンは、 
同じ働ををします。 


本機はドルビー*デジタルデコーダー ( EX ) 
およびドルビープ□□ジック川、 llx ) 

Dolby Digital Plus . DolbyTrueHD デ 
コーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デコー 
夕一、 DTS ** ( DTS - ES および DTS 96/ 
24) デコーダー、 DTS-HD デコーダーを搭 
載しています。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製 
造されていまず。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround EX 、 
AAC Qj 及びダブル D 記号はドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 

** 米国特許番号5,451,942; 5,956,674; 

5,目74,380; 5,978,762; 6,226,616; 6,4が，己35、 
その他米国および米国外で特許申請中の実施権に基 
づを製造されています。 DTS は登録商標でず。ま 
た DTS □コ L シンボル、 DTS - HD および DTS - 
HD Master Audio は DTS 社の商標です。 
©1996-2007 DTS , Inc . All Rights Reserved . 


マルチチヤンネル AV レシーバーは、 High - 
Definition Multimedia Interface ( HDMI ™) 巧 
術を搭載しています。 

HDMI、HDMI □ユ及び High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の商標または、登録商標です。 

"Neural Surround ". "Neural Audio ’’、 

" Neural ” ならびに " NRL " は 、 Neural Audio 
Corporation の登録商標および □!! でず。 

THX は、 THX 社の登録商標です。無断複写-転載 
を禁じます。 

"ブラビアリンク"および"巨 RAVIALink " □二!‘ 

は、ソニー株式会社の登録商標です。 


3 



目次 




この取扱説明書について . 

…3 

音声を設定する . 

(AUDIO にュ ー) 

.52 

接続と準備 


HDMI を設定する . 

.53 

各部の名前と働を . 

…6 

(HDM けニュ ー) 


準備1:スピーカーを設置ずる . 

.18 

シス了ムを設定する . 

.54 

準備2 :スピーカーを接続ずる . 

.19 

(S 丫 STEM >< ニユ ー) 


準備3 :テレビを接続する . 

準備 4 a :オーディオ機器を接続する 

.21 

サラウンド効果を楽しむ 



.23 

あらかじめ設定されているサウンドフイー 

準備 4 b :映像機器を接続する . 

.24 

ルド（サラウンド効果）を楽しむ. 

.55 

準備已：アンテナをつなぐ . 

.30 

ル音量でサラウンド効果を楽しむ ...... 

.60 

準備6 :本体と U モコンを準備する... 

.31 

(NIGHT MODE ) 


準備7 :フ□ントス ピーカーを 選ぶ... 
準備8:自動で スピーカーを 設定する 

.32 

音声を2チヤンネルで聞く . 

(2 CH STEREO ) 

.61 

(自動音場補正機能） 

.33 

高音質のアナ□グで聞く . 

(ANALOG DIRECT ) 

.61 


準備 9 :スピーカーのレベルとバランスを サラウンド効果をお買い上げ時の設定に戻 

調節する . 39 す . 62 

(TEST TONE ) _ 

- ラジオを楽しむ 

再生ずる FM / AM ラジオを聞く . 63 

アンプの入力を選ぶ . 40 放送局を登録する . 65 

スーパーオーディオ CD/CD を聞く ..... 41 _ 

DVD /ブルーレイディスクを見る....42 "ブ气ビア IJ ンク"機能を伊 


アンプを操作する 

ニューを使ってアンプを設定する ..... 43 
各 スピーカーの レベルやバランスを調節す 


る . 47 

(LEVE いニュ ー) 

スピーカーを 設定する . 48 

(SPEAKER にュ ー) 

サラウンド効果を調節する . 51 

(SURROUND にュ ー) 

イコライヴ ー （低域/高域のレベル）を調 

節する . 51 

(EQX ニュ ー) 

ラジオを設定ずる . 52 

(TUNER にュ ー) 


ラ 

"ブラビアリンク"機能で HDMI 機器制御 


機能を使う . 68 

"ブラビアリンク"機能を使う準備を 

する . 70 

DVD を見る . 71 

(ワンタッチ再生） 

テレビの音声を本機のスピーカーで 

楽しむ . 72 

(システム オーデイオコン ト □ー ル） 

テレビと本機の電源を切る . 74 

(電源オフ連動） 


4 







































その他の操作をする 

デジタル音声とアナ□グ音声の入力を切0 

換える . 75 

(INPUT MODE ) 

選んだ入力にデジタル音声端子を割0 

当てる . 76 

(DIGITAL ASSIGN ) 

デジタルディア ポー トアダプターを 

使う . 77 

( DMPORT ) 

入力に名前を付ける . 79 

表示を切り換える . 80 

ス U —プタイマーを使う . 80 

イ也機に録音/録画する . 81 


リモコンを使う 

お使いの機器に含わせて U モコンコードを 
設定ずる . 82 


その他 

用語集 . 87 

使用上のごを意 . 90 

故障かな？と思ったら . 91 

保証書と アフターサービス . 95 

主な仕様 . 96 

索引 . 98 


5 



















接続と準備 


各部の名前と働を 



POWER (電源）ボタンの状態について 

~I オフ 

本機の電源は切れています（初期設定)。 

ON/STAND 目 Y ランプは消えています。 

POWER (電源）ボタンを押して電源を入れます。 

リモコンで本機の電源を入れることはでをません。 

I ~ I オン/スタンドバイ 

電源び入っているとさに、リモコンの1/のを押すと、スタンパ' 
ィ状態になります。 POWER 履源）ボタンを押すと、本機の 
電源は切れます。 

本機の電源び入ると ON/STANDBY ランプび緑色に点灯しま 
す。本機がスタンバイ状態になると赤く点灯します。 
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名称 

働を 

画 MEMORY / 
ENTER 

放送局を登録したり、選 
んだ設定を決定します 
(64、65ページ)。 

圆 AUTO CAL 

M に端子 

自動音場補正機能で使用 
する付属のマイクをつな 
ざます （33 ページ)。 

圆 VIDEO 2 IN / ビデオカラやテレビ 
PORTABLE AV ゲーム機などのポータブ 

IN 端子 ルオーディオ/映像機器 

をつなざます。 

画 SPEAKERS 
( OFF / A / B / 
A + B ) 

フ□ントスピーカーの 

OFF 、 A 、 目、 A + 目を切 
り換えます （32 ページ)。 

回 PHONES 端子 

へッドホンをつなざます 
(91 ぺージ)。 


rv 

m 


次のページへつづ < 


表示窓に点のずる項目と働を 





山山山 

f s 國 
岡 


ICOAXIPPTI□□ D + EX True HDf^eural- THXJ IDTS - ES96/24T).RANGEl 

[ 

IHM IDMPORTIITOLOGI iLPCl 



m 凹 j li 胆 1 

名称 

働さ 

田 SW 

ヴプウーファーをつないでい 
る場合、音声信号び SUB 
WOOFER 端子から出力され 
ているとさに点口します。 

回 LFE 

入力信号に LFE (重低音効 
栗）のチャンネルびを在して 
いるとさや、実際に LFE 信号 
の音び再生されているとさに 
「 LFE 」 の文きび点打します。 

回 COAX 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 

に設定していて、デジタル信 
号び COAXIAL 端子から入力 
されているとさ、または 
INPUT MODE び 「 COAX 」 

に設定されているとさに点打 
します （75 ページ)。 

团 OPT 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 

に設定していて、デジタル信 
号び OPT に AL 端子から入力 
されているとを、または 
INPUT MODE び 「 OPT 」 に 
設定されているとさに点口し 
ます （75 ページ)。 



区 PA + 目 ISLEEPI 
STl- 


画画固函画画 画 


因面] 


名称 


固 □□□/ 

□□D EX/ 
□□D+/ 

皿 TrueHD 


□□D は Dolby Diaital 信号を 
デコードしているとさに点打 
します。 

□□ DEX はドルビーデジタル 
サラウンド信号をデコードし 
ているとさに点なします。ド 
ルビー EX デコードしている 
ときに EX 」 も点巧しまず。 
□□ D + は Dolby Diaital Plus 
信号をデコードしているとさ 
に点なします。 

□□True HD は Dolby 
TrueHD 信号をデコードして 
いるときに点打します。 

ごま意 

ドルビーデジタルフオー マッ 
卜のディスクを再をするとさ 
は、デジタル接続しているこ 
と 、 INPUT MODE び 
「 AUTO 」 になっていること 
を確認してください （7 己ペー 
ジ)。 


固 Neural - THX 入力信号に Neural - THX 処理 
をしているとさに点打しま 
す。 
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なのページへつづぐ 
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働き_ 

2チヤンネル信号をプロ〇 
ジック処理し、センター和ヴ 
ラウンドチヤンネルの信号を 
出力しているとさに点打しま 
す。ドルビープ□□ジック II 
処理を行っているとさに 
[□□ PLIIJ と点巧します。ま 
た、ドルビープ□□ジック llx 
処理を行っているとさに 
「□□ PLIIx 」 と点丹します。 
ただし、センターとサラウン 
ドスピーカーびないとさ、 
A . F . D . を巧してサウンド 
フィールドを選んでいるとを 
には、これらの表示は点丹し 
ません。_ 

DTS Neo :6 のシネマ/ 

S ユージック処理を斤ってい 
るとさに点打しますほ7ペー 

ジ)。_ 

イコライヴーび働いていると 
きに点丹します。_ 

MPEG -2 AAC 信号び入力さ 
れたとさに点打します。 


ごま意 

MPEG -2 AAC は、アル3'|」ズ 
ム： （ l_C (Low Complexity )) 

にのみ対応しています。 

画 DTS-HD 
MSTR / 

DTS-HD HI 
RES 

DTS-HD MSTR は DTS-HD 
Master Audio 信号をデコー 
ドしているときに点打しま 
す。 

DTS-HD HI RES は DTS - 
HD High Resolution 信号を 
デコードしているとさに点灯 
します。 

画 LPCM 

U ニア PCM 音声信号び入力 
されたとさに点灯します。 

國 ANALOG 

INPUT MODE を 
「 ANALOG 」 に設定している 
とき、または INPUT MODE 
び 「 AUTO 」 に設定されてい 
て、デジタル信号び入力され 
ていないとさに点丹します 
(7 己ページ)。 

图 DMPORT 

デジタル ディアポートアダ 
プターをつないで、入力に 
「 DMPORT 」 を選んでいると 


さに点好します。 


_名称_ 
圆 uuPU 
□□ PLII / 
□□PLIIx 


画 NE 0:6 


画 EQ 
回 AAC 


名称 働き 


团 DTS / 
DTS - ES / 

DTS 96/24 

DTS 信号をデコードしている 
ときに点丹します。 

DTS - ES 信号をデコードして 
いるときに 「- ES 」 も点好し 
よ 9 〇 

DTS 96 kHz /24 ビット信号 
をデコードしているとさに 
「96/24」ち点灯します。 


ごま意 

DTS フオーマットのディスク 
を再生するとさは、デジタル 
接続していること 、 INPUT 
MODE び 「 AUTO 」 になつ 
ていることを確認してくださ 
い （75 ページ)。 

图 D.RANGE 

ダイナ S ックレンジの圧縮び 
働いているとさに点灯します 
(47 ページ)。 

图 SP A/SP B / 
SP A+B 

使用しているスピーカーシス 
テムを表示します （32 ペー 
ジ)。スピーカースイッチを 
OFF に設定しているとき、ま 
たはへッドホンをつないでい 
るときは消灯します。 

画 SLEEP 

ス U —プタイマーび働いてい 
るときに点灯します （80 ペー 
ジ)。 

回チューナー表 
示 

画 A.DIRECT 

ラジオを聞いているとさなど 
に点好します （63 ページ)。 

アナ□グダイレクト信号を処 
理しているときに点灯しま 
す。 

画 MEM 

プ U セットなどの、メモ U — 
機能び働いたとさに点灯しま 
す （65 ページ)。 


00S0 


國再をチヤンネ 
ル表示 


現在本機び^力しているチヤ 
ンネルを表 w します。 

文字（し C 、 R など）はソー 
ス音源を、文字の周りの枠 
は、ソース音源び、スピー 
力ーセッティングに基づくダ 
ウンミックス姐理で、どの 
チヤンネルから出力されてい 
るのかを示します。 

フ□ント左 
フ□ントち 
センター(モノラル） 
サラウンド左 
サラウンドち 

サラウンド（モノラル/プロロ 
ジック処理されたサラウンド成 
分） 

サラウンドバック左 
サラウンドバックち 
サラウンドバック （6.1 チヤ 
ンネル姐理されたサラウンド 
成分） 

例： 

スピーカーパターン： 3/日.*! 
記録お式： 3/2.1 
サウンドフィールド： A . F . D . 
AUTO 

國 

因回面 

SL SR 


_名称_働き_ 

國 HDMI HDMI IN 端子につないだ機 

器び認識されているとさに点 
灯します （25 ページ)。 


L R 

I R C S S S 


L R 
B B B 
S S S 


10 







音声入出力端スーパーオーディオ 
子 CD プレーヤーなど 

をつなざますに1、 
23ぺージ）。 


© 


音声出力端子 


里 


サブウーファーをつ 
なざます （19 ペー 
ジ）。 


巧のぺージへつづ< 


囲 スピーカー 出力部 



固 音声入出力部 


□ 


OPT に ALIN DVD プレーヤーな 
(光）デジタどをつなざます 
ル音声入力端（21、27、28、29 
子 ページ)。 


© COAXIAL IN 
(同軸）デジ 
タル音亩入力 
端モ 


_ HDMI 入出力 DVD プレーヤー、 

端子* 衛星放送チュー 

ナ ー、 プル ー レイ 
デイスクレコーダー 
などをつなぎ、映像 
と音声をテレビやプ 
□ジェクターなどに 
出力します （2 己 


ぺージ）。 


回アンテナ入力部 


© 


FM 7 己 Q 同軸 
アンテナ端子 


付属の FM ワイヤー 
アンテナをつなざま 
す （30 ページ)。 


AM アンテナ付属の AM ループア 
端モ ンテナをつなざます 

(30 ぺージ)。 


Y 、 P 目/ Cr 、 DVD プレーヤー、 

Pp / Cp 入出カテレビ、衛星放送 
端子* チューナーなどとつ 

なざ、より高画質な 
映像を楽しめます 
に1、27、28、29 
ぺージ）。 



- JJ 『 3 に J I 

の … に r じ ，… (XJT 1 


化 DIB VI 脚り N 


©◎© 

©©© 

©©© 


©戀 


‘.I た。 

flCEO _ d ： E0 

© 

@© 

顯 

AUDIO _UDIO 

© 

©© 

© 

©© 

mrjTCTg 


SURROUND SACK 

SURROUND 



用 ONTB 

幢 

w 同 _ 

巧 om* 

'戀戀 




本巧後面 


の图 


の 


回 


游 

m 

rv 

m 




团国 固 

のデジタル入出力部 


直 


图コンポーネント映像入出力部 


白5：赤£ 

©© 


) がリ 枠リ 

緑が青9^却ホ fc? 

©©© 


© 


© 
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音声入出力端ビデオデッキ、 

子 DVD プレーヤーな 

どの映像と音声をつ 
なざますに7〜29 

_ ぺージ)。 

映像入出力端 
子* 


团 DMPORT (拡張用の端子）_ 

デジタルゾ ソニー製のデジタル 
ディアポートメディアポートアダ 
端テ プターをつなざます 

( DMPORT 端 （78 ページ)。 

子） 


* お手持ちのテレビを HDMI OUT 端テまたは 
MONITOR OUT 端子につなぐと、選んだ入力 
の映像を見ることびでさますに1、25ページ)。 


U モコン_ 

付属の U モコンを使って、本磯の操作びでさ 
ます。また、 U モコンに登録した ソニー 製磯 
器などを操作でさます （82 ページ)。 

RM - AAP 022 



固映像と音声の入出力部 


aw 00 ^ 

© # © 
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回^ 本機を操作するとをは、 

が w * AMP (团）を押してから、 

MENU/HOME (回）を巧 
します。続いて ♦/♦/♦/ ■►を巧 
して項目を選び、©を押し 
て選択を決定します。 

DVD プレーヤーやブルーレ 
イディスクレコーダー、 

HDD レコーダーのメニュー 
を操作するとさは、目 D / 
DVD TOP MENU (圃）ま 
たは BD/DVDMENU (圆) 
を巧してか6、 ♦/*/♦/ ■►を押 
して項目を選び、©を巧し 
て選択を決定します。 

本磯や、ビデオデッキ、衛 
星放送チューナー、 DVD プ 
レーヤー、ブルーレイディ 
スクレコーダー、 HDD レ 
コーダー、 PSX 、 DVD / 
VHS コンボプレーヤー、 
DVD / HDD コンボプレー 
ヤーで選択を決定するとさ 
_も、©を巧します。_ 

画 OPTIONS DVD プレーヤーやブルーレ 

TOOLS イディスクレコーダー、 

HDD レコーダーの オプ シヨ 
ン><ニューを表示、選択し 
ます。 

ソニー製テレビのオプ シヨ 
ンメニューを表示するとさ 
は 、 TV (图）を巧してか 
6 、 OPTIONS TOOLS を 
_巧します。_ 

回 MENU / 本機や、ビデオデッキ、 

HOME DVD プレーヤー、衛星放送 

チューナー、ブルーレイ 
ディスクレコーダー 、 HDD 
レコーダー、 PSX 、 DVD / 
VHS コンボプレーヤー、 
DVD / HDD コンボプレー 
ヤーの;ニューをテレビ画 
面に表示させるとさに巧し 
ます。 ♦/*/♦/*/© を使って 
メニュー操作を斤います。 
ソニー製テレビの;ニュー 
を表おするとさは 、 TV 
(图）を巧してから、 

MENU を押します。 


巧の ぺージ へつつ< 


リモコンの 

ボタン 


機能 


リモコンの 

ボタン 

機能 

圧 I AV 1/¢ 
(電源 オン/ 
スタンバイ） 

1」モコンに登録されている 
機器の電源を入/切します。 
テレビの電源を入/切する 
ときは 、 TV (回）を押して 
から AV 1/(!) を巧します。 

I / C !) (回）と同時に巧すと、 
本体と、他のソニー製オー 
ディオ/映像機器の電源を 
切ります (SYSTEM 
STANDBY )。 


ごま意 

AVI /& の機能は、入力切り換 
え用ボタン（國）を押すたび 
に自動的に切り換わります。 

回！/& 

(電源 オン/ 
スタンバイ） 

本体の電源を入/切します。 
すべての機器の電源を切る 
とさは、 1/¢ と AVI /® 

(田）を同時に押します 
(SYSTEM STANDBY )。 
スタンバイ中に消費電力を 
抑えるには、に TRL : 

HDMI 」 を 「CTRL OFF 」 

に設定します （4 目ページ)。 

图 TV 

ボタンを点打させると、黄 
色のマークのボタンの操作 
び有効になります。また、 
♦/♦/*/*/© (回)、 

OPTIONS TOOLS (晒)、 
MENU/HOME (回)、 
RETURN/EXIT 八 個)、 
DISPLAY (國)ボタンを使つ 
てソニー製テレビのメ 
ニュー操作を有効にします。 

团 AMP 

ボタンを点打させて、本機 
の U モコン操作を有効にし 
ます （35 ページ)。 

固 A . F . D . 

サウンドフィールドを選び 

MOVIE 

ます（日6、日7ページ)。 

MUSIC 

固 N に HT 
MODE 

NIGHT MODE 機能を有効 
にします （60 ページ)。 

团 SI_EEP 

ス U —プタイマーを有効に 
し、本磯の電源び自動的に 
切れるまでの時間を設定し 
ます（8日ページ)。 

图 AMP 

MENU 

メニユーを表爪窓に表术さ 
せるとさに押します。 


00S0 
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リモコンの 

ボタン 

機能 

画 1 ◄◄/ ► w ^) 

ビデオデッキや CD プレー 
ヤー、 VCD プレーヤー、 

LD プレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、 MD デッキ、 

DAT デッキ、カセットデッ 
キ、ブルーレイディスクレ 
コーダー、 HDD レコー 
ダー、 DVD / VHS コンボプ 
レーヤー、 DVD / HDD コン 
ボプレーヤーの前または後 
ろのトラックにスキップし 
ます。 

1 

DVD プレーヤーやブルーレ 
イディスクレコーダー、 

HDD レコーダー、 DVD / 

VHS つンボプレーヤー、 
DVD / HDD コンボプレー 
ヤーで、前の場面を再生し 
たり、現在の場面を早送り 
します。 


• CD プレーヤーや VCD プ 
レーヤー、 DVD プレー 
ヤー、 LD プレーヤー、 

MD デッキ、ブルーレイ 
ディスクレコーダー、 

HDD レコーダー、 DVD / 
VHS コンボプレーヤー、 
DVD / HDD コンボプレー 
ヤーで、前または次の卜 
ラックをサーチします。 

• ビデオデッキ、 DAT デッ 
キ、カセットデッキで、 

早戻しまたは早送りをし 
ます。 

^ a ) b ) 

ビデオデッキや CD プレー 
ヤー、 VCD プレーヤー、 

LD プレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、 MD デッキ、 

DAT デッキ、カセットデッ 
キ、ブルーレイディスクレ 
コーダー、 HDD レコー 
ダー、 PSX 、 DVD / VHS ] 
ンボプレーヤー、 DVD / 

HDD コンボプレーヤーで再 
生を始めます。 


リモコンの 

ボタン 

機能 

■ド） 

ビデオデッキや CD プレー 
ヤー、 VCD プレーヤー、 

LD プレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、 MD デッキ、 

DAT デッキ、カセットデッ 
キ、ブルーレイデイスクレ 
コーダー、 HDD レコー 
ダー、 PSX 、 DVD / VHS ] 
ンボプレーヤー、 DVD / 

HDD コンボプレーヤーで、 
再生または録画を一時停止 
しぶ9 0 

また、録画スタンバイ状態 
の機器の録画を始めます。 

■ a ) 

ビデオデッキや CD プレー 
ヤー、 VCD プレーヤー、 

LD プレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、 MD デッキ、 

DAT デッキ、カセットデッ 
キ、プルーレイデイスクレ 
コーダー、 HDD レコー 
ダー、 PSX 、 DVD / VHS 〕 
ンボプレーヤー、 DVD / 

HDD コンボプレーヤーで、 
再生を止めます。 

TUNING 
+ /- 

放送局を黃信します。 

□TUNING 

放送局を手動受信するモー 
ドにします。 

回 TVCH 

TV (图）を巧したあとはテ 

+ b )/- 

レビのチヤンネルび切り換 
わ0ます。 

PRESET 

登録した放送局を選びます。 

+ b )/- 

ビデオデッキや DVD プレー 
ヤー衛星放送チューナー、 
ブルーレイデイスクレコー 
ダー、 HDD レコーダー、 
DVD / VHS コンボプレー 
ヤー、 DVD / HDD コンボプ 
レーヤーで登録したチヤン 
ネルを選びます。 
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回 F 1/ F 2 DVD / HDD 〕 ンボプレー 

ヤーや DVD / VHS コンボプ 
レーヤーを選んでいるとさ 
に、 F 1 または F 2 を巧して操 
作モードを切り換えます。 

• DVD/HDD コンボプレー 
ヤー 

F 1 : HDD 

FS : DVD プレーヤー、プ 
ルーレイディスクレコー 
ダー 

• DVD / VHS コンポプレー 
ヤー 

F 1 : DVD フレーヤー、プ 
ルーレイディスクレコー 
ダー 

F 2 : VHS 

圃 BD/DVD DVD やブルーレイディスク 

TOP のメニューやガイドをテレ 

MENU ビ画面に表示させるとさに 

巧します。 ♦/*/♦/*/ 觅)を 
使ってゾニュー操作を行い 
ふ9 〇 

BD/DVD DVD やブルーレイディスク 

MENU のメニューをテレビ画面に 

表示させるとさに巧します。 
♦/*/♦/*/ 贷を使ってゾ 
ニュー操作を行います。 


TV INPUT 

TV (回）を巧したあと TV 
INPUT を巧して、入力信号 
を選びます（テレビ入力ま 
たはビデオ入力)。 

WIDE 

TV (回）を巧したあと 

WIDE をくり返し巧して、 

ワイド画面モードを選びま 
す。 

画 TV VOL 
+ /- 

TV (固）を巧したあと TV 
VOL +/- を巧して、テレ 
ビの音量を調節します。 

MASTER 
VOL 
+ /- 

すべてのスピーカーの音量 
を同時に調節します。 


圃 MUTING 一時的に消音するとさに巧 


します。消音機能を解除す 
る場合は再度 MUTING を巧 
します。 

TV (固）を巧したあと 
MUTING を巧して、テレビ 
の消音機能を有効にします。 


圆 D に CSKIP マルチディスクチェン 

ジャーを使っているとさに、 

___ディスクを選びます。_ 

画 RETURN / VCD プレーャーゃ LD プ 
EXIT レーヤー、 DVD プレー 

ヤー、プルーレイディスク 
レコーダー、 HDD レコー 
ダー、 PSX 、 DVD/VHS コ 
ンボプレーヤー、衛星放送 
チューナーのメニューやガ 
イドびテレビ画面に表おさ 
れている場合、前の y 
ニューに房るとさやゾ 
ニュー画面を解除するとさ 
に押します。 

ソニー 製テレビで前のメ 
ニューに戻るときは 、 TV 
(固）を巧したおと 
RETURN/EXIT 八对甲し 

9 〇 

國 DISPLAY 表示窓や、ビデオデッキ、 

CD プレーヤー、 VCD プ 
レーヤー、 LD プレーヤー、 
DVD プレーヤー、 MD デッ 
キ、ブルーレイディスクレ 
コーダー、 HDD レコー 
ダー、 PSX 、 衛星放送 
チューナー、 DVD / VHS コ 
ンボプレーヤー、 DVD / 
HDD コンボプレーヤーのテ 
レビ画面に表おされる情報 
を切り換えます。 

ソニー製テレビの情報を切 
り換えるときは 、 TV (图） 

を巧したあとに D に PLAY 

__を巧します。_ 

國 INPUT 同じ機器をデジタル端テと 

MODE アナ□グ端子の両方につな 

し、でいるとをに、 AMP 
(囲）を巧したあと INPUT 
MODE を巧してインプット 
モードを選びます （75 ペー 
ジ)。 

國 AUTO CAL 自動音場補正機能を有効に 
しよ9 〇 

國 2 CH / 2チャンネルのステレオ音声 

A . DIRECT で間くことびできます。ま 
たは選んだ入力の音声を、 
調藝を加えないアナ□グの 
信号に切り換えます （61 
ぺージ）。 


巧のぺージへつつ< 


リモコンの 

ボタン 


機能 


リモコンの 

ボタン 


機能 


00S0 
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リモコンの 

ボタン 

機能 


リモコンの 

ボタン 

機能 

國 入力切り換 
え用ボタン 

使用する機器を選びます。 

入力切り換え用ボタンを巧 
すと、本体の電源び入りま 
す。工場出荷時は、ソニー 
製機器の操作びでさるよラ、 

し; TF のとおり設定されてい 
よ 9 0 

U モコンに登録すると、他 
社製の機器を操作すること 
をでさます。詳しくは、「お 
使いの機器に合わせて U モ 
コンコードを設定する」 （82 
ページ）をご覧ください。 

数字ボタン b ) 

SHIFT (國）を巧してから 
数字ボタンを巧すと、 

- FM / AM チューナーのプ 

U セット番号和、周波数 
の入力びでさます。 

- CD プレーヤーや 、 VCD 
プレーヤー、 LD プレー 
ヤー、 DVD プレーヤー、 
プルーレイディスクレ 
つーダー、 HDD レコー 
ダー、 MD デッキ 、 DAT 
デッキ、カセットデッキ 
のトラックを選びます。 
トラック番号10を選ぶと 
さは、0/1日を巧します。 


ボタン 

選ばれている機器 



VIDEO 1 

ビデオデッキ 
(U モコンモー 

ド ： VTR 3) 


-ビデオデッキ和衛星放送 
チューナー、ブルーレイ 
ディスクレコーダー、 


VIDEO 2 

ビデオデッキ 
(U モコンモー 

ド ： VTR 2) 


HDD レコーダー、 PSX 、 
DVD / VHS コンボプレー 
ヤー、 DVD / HDD コンボ 
プレーヤーのチヤンネル 
を選びます。 

テレビのチヤンネルを選ぶ 
ときは 、 TV (回）を押した 


巨 D 

ブルーレイディ 
スクレコーダー 



DVD 

DVD フレーヤー 



SAT 

衛星放送チュー 
ナー 


あとに数字ボタンを巧しま 
す。 


TV 

テレビ 

ENT/MEM 

ビデオデッキや CD プレー 


SA - CD / 

CD 

スーパーオーディ 
才 CDA ： D プレー 
中一 


ヤー、 VCD プレーヤー、 

LD プレーヤー、 MD デッ 
キ、 DAT デッキ、カセット 
デッキ、衛星放送チュー 
ナー、ブルーレイディスク 


TUNER 

内蔵ラジオ 



DMPORT デジタルメディア 
ポートアダプター 


レコーダー、 HDD レコー 
ダー、 PSX でチヤンネルや 





ディスク、トラックを選ぶ 
とき 、 SHIFT (國）を巧し 
たあとに数字ボタンで選び、 
ENT / MEM を巧して決定し 
ます。 

ソニー製テレビでは 、 TV 
(固）を巧したあとに数字ボ 
タンで選び、 ENT / MEM を 
巧して決定します。 

放送局を登録するとさは、 
SHIFT (國）を巧したあと 
に、 ENT / MEM を押します。 
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リモコンの 

ボタン 

機能 

CLEAR / 

>10 

DVD プレーヤーやブルーレ 
イディスクレコーダー、 

HDD レコーダー、 PSX 、 衛 
星放送チューナー、 DVD / 
VHS コンボプレーヤー、 
DVD / HDD コンボプレー 
ヤーを操作中に数字ボタン 
を巧し間違えたとさ、 

SHIFT (國）を巧したあと 
に CLEAR />1 日対甲します。 
CD プレーヤーや VCD プ 
レーヤー、 LD プレーヤー、 

MD デッキ、カセットデッ 
キ、テレビ、ビデオデッキ、 
衛星放送チューナーで11番 
目！;(降のトラック番号を選 
ぶとき 、 SHIFT (國）を巧 
したあとに CLEAR />1 日を 
巧します。 


ビデオデッキや衛星放送 
チューナーで2巧のチヤンネ 
ルを入力するとさ 、 SHIFT 
(國）を巧したあとに-/--を 
巧します。 

テレビで2析のチヤンネルを 
入力するとさ 、 TV (图）を 
巧したあとに-/--を巧しま 
す。 

國 SHIFT 

巧してボタンを点口させる 
と、ピンクで印字されたボ 
タンの操作び有効になりま 
す。 

國 THEATRE 

映画に適した画質と音質に 
自動的に調整して、本機に 
つないだスピーカーに出力 
します。 


ごま意 

テレビびシアターモードに 
対応しているとさのみ有劾 
です。詳しくはテレビの取 
扱説明書をご覧ください。 

國 RM SET 

UP 

巧すと、 U モコンの設定び 
でさます。 


a ) これらのボタンを使って、デジタルメディアポー 
トアダプターの操作びでさます。ボタンの機能に 
ついて詳し<は、デジタルメディアポートアダプ 
ターの取扱説明書をご覧<ださい。 

b ) 数字ボタンの 5/ SAT および TVCH +、 

PRESET +、たには、凸点（突起）び付いてい 
ます。操作の目印として、お使い<ださい。 


ごま意 

• 機器によっては、使えない機能もありまず。 

• 機器によっては、上記の操作びでをなかったり、 
説明されている通りに動かない場合びあります。 
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準備！：スピーカーを設置ずる 


本磯では最大 7.1 チャンネル（スピーカー7 
本とサブウーファー1本）のスピーカーシス 
テムを構成でをます。 


日. 1/7.1 チャンネルで楽しむ_ 

映画館のよラなマルチチャンネル音声を充分 
にお楽しみいただ < には、 

• 己本の スピーカー (フ□ントス ピーカー: 2 
本、センタースピーカー：1本、サラウン 
ドスピーカー： 2本） 

• サブウーファー 
び必要です （5.1 チャンネル)。 

5.1 チヤンネルの設置例 



田フ□ントス ピーカー （左） 
回フ□ントス ピーカー （ち） 
因センター スピーカー 
囚ヴラウンド スピーカー （左) 
11サラウンド スピーカー （ち) 
田サブウーファー 


5. 1チヤンネルにさらに 
• サラウンドバックスピーカー： "1 本 （6.1 
チヤンネル） 

または 

• サラウンドバックスピーカー： 2本 (7.1 
チヤンネル） 

を追加することによって、サラウンド EX 
フォーマツトの DVD ソフトを忠実に再現で 
をるよラになります。 

7.1 チヤンネルの設置例 



田フ□ントス ピーカー （左） 

回フ□ントス ピーカー （ち） 

因 センタースピーカー 
囚サラウンド スピーカー （左） 

且サラウンド スピーカー （ち） 

百サラウンドバックスピーカー（左) 
旧 サラウンドバックスピーカー（ち) 
田サブウーファー 


ちょっと一 言 

• 6.1 チヤンネルのスピーカーシステムを構成する 
場合は、サラウンドバックスピーカーを U スニン 
グポジションの真禮ろに配置しまず （49 ペー 

バ） 

• ヴプウーファーには指向性びあ0ませんので、お 
好みの場所に設置でをます。 
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IT ~~ 1 IT ~~ 1 IL JI IT ~~ 1 

WIN DVD IN 且 DIN VIM01 IN 


固 


© 


© 


© 

© 

Bwa 






A SPEAKERS 
FRONT B 端テ a ) 


©モノラル音声コード（別売） 
©スピーカーコード（別売） 

田フ□ントスピーカ ーA (左） 
回フ□ントスピーカ ーA (ち） 
因センタースピーカー 
囚サラウンドスピーカー(ち） 


9 

44 

〇 


凸 




Iサラウンド スピーカー (ち） 

Iサラウンドバックス ピーカー (ち） b) 
Iサラウンドバック スピーカー (ち） b) 
Iサブウーファー C) 


巧のぺージへつづ< 


準備 2 :スヒーカーを接続する 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 


因 

© 〇 

L 口一目」 


ろ 写 

し 

B 

阳 
]- 目— 

〇 

E 

©軍 

g 

お® 


曰 

岡 

卜目 

ij な 


包 



い i 

1 




島 ® J 

1.#® 画 



戀 ® © 

-©©© 

懸 ©© 
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a ) 追加のフ□ントスピーカーを使用するとをは、 
FRONT SPEAKERS 巨端子につないでくださ 
し、使用するフ□ントスピーカーを本機前面の 
SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) で選べます 
(32 ページ)。 

b ) サラウンドバックスピーカーを1本のみ使用す 
るとさは 、 SPEAKERS SURROUND BACK 
L 端モにつないで < ださい。 

C) オートスタンバイ機能びあるサブウーファーを 
お使いの場合、映画鑑賞中はオートスタンバイ 
機能を OFF にしてください。オートスタンバ 
イ機能び ON になっていると、サブウーファー 
への入力信号のレベルによって自動的にスタン 
バイモードになり、音び出なくなることびあり 
ます。 


ごま意 

電源コードをつなぐ前に、各スピーカー端モ間で 
コードの金属線び接触していないことを確認してく 
ださい。 


スピーカーパターンを設定ずる 


スピーカーの設置と接続び終わった5、 下表を参考に、スピーカーの設置ち法に合わ 

SPEAKER ；>< ニューでスピーカーパターンを せてパターンを選んでください。 

選びます（4日ページ)。 





接続したスピーカー 



スピーカー 

パターン 

フ□ント 

を/ち 

センター 

サラウンド 

左/ち 

サラウンド 
パック左 

サラウンド 

バックち 

サブウー 
ファー 

3/4.1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3/4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


3/3.1 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

3/3 

〇 

〇 

〇 

〇 



2/4.1 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

2/4 

〇 


〇 

〇 

〇 


3に.1 

〇 

〇 

〇 



〇 

3/2 

〇 

〇 

〇 




2/3.1 

〇 


〇 

〇 


〇 

2/3 

〇 


〇 

〇 



2/2.1 

〇 


〇 



〇 

2/2 

〇 


〇 




3/0.1 

〇 

〇 




〇 

3/0 

〇 

〇 





2/0.1 

〇 





〇 

2/0 

〇 
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準備 3 :テレビを接続する 


お手持ちのテレビを HDMI OUT 端子または 
MONITOR OUT 端テに接続すると、選んだ 
入力の映像を見ることがでさます。 


すべてのケーブ J レでつなぐ必要はありませ 
ん。お持ちの機種にある端テに合わせて音声 
と映像をつないで < ださい。 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コード 
を抜いてください。 




©光 （ OPT に AL ) デジタル接続コード（別売) 
© 宣声コード（別売） 

© HDMI ケーブル（別売） 

ソニー製の HDMI ケープルを推奨しまず。 
©コンポーネント映像コード（別売） 

@映儘コード（別売） 


巧のぺージへつづ< 
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ご注意 

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテレビに 
出力している場合は、本機の電源を入れてくださ 
し、。電源び入っていないと、映像を音声を伝をさ 
れません。 

• HDMI OUT 端子や MONITOR OUT 端子にはテ 
レビやプ□ジェクターなどの映像機器をつないで 
ください。録画機器をつないでを、録画でをない 
ことがあります。 

• テレビとアンテナのつなぎかたによってはテレビ 
の映像び乱れることびあ0まず。この場台、アン 
テナを本機から離して設置して<ださい。 

• 光デジタル接続コードをつなぐとをは、カチッと 
音びするまでまっすぐにプラグを差し込んで<だ 
さい。 

• 光デジタル接続コードを折り曲げた0、結んだり 
しないで < ださい。 


ちょっと一言 

• テレビの音声出力端子を本機の TV IN 端子につな 
ぐと、テレビの音声を本機につないだスピーカー 
で間けます。テレビの音声は出ないよラにしてく 
ださい。 

• 本機の DIGITAL 音声入力端子はすべて、 

32 kHz . 44.1 kHz 、48 kHz 、 96 kHz のサン 
フ U ング周波数に対応しています。 
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準備 4 a :才ーディオ機器を接続する 

スーパーオーディオ CD プレー 
ヤ ー /CD プレーヤーを接続する 

スーノ f ーオーディオ CD プレーヤーや CD プ 
レーヤー、 CD レコーダーの 接続例です。 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コード 
を抜いてください。 

オーディオ機器を接続した5、「準備 4 b : 映 
像機器を接続する」に4ページ）を行ってく 
ださい。 



©音声 コード （別売) 
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デジタル アナ□グ 


本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説 
明します。はじめに下記の「接続機器一覧」 
で、それぞれの機器の説明ページをご確認く 
ださい。 

すべての接続が終わったあと、「準備日：ア 
ンテナをつなぐ」 （3 日ページ）へ進んでくだ 
さい。 


接続機器一覧 


接続機器 

説明ページ 

テレビ 

21ぺージ 

HDMI 端テのある機器 

25ページ 

DVD プレーヤー 

27ページ 

衛星放送チューナ ー/ 

セットトップボックス 

28ページ 

DVD レコーダー/ビデオ 
デッキ 

29ページ 

ビデオカメラ/テレビダー 
ム機など 

29ページ 


デジタル機器をつなぐ端子び足 S ないと 
きは 

r 選んだ入力にデジタル音声端子を割り当て 
る」 （76 ページ）をご覧ください。 


映像信号は次の図のよラな順によい画質でお 
楽しみいただけます。お手持ちの機器にある 
端子にをわせて、接続のしかたを選んでくだ 
さし、。 



高画質 


ごま意 

• ケーブル類をつなぐと走は、必ず電源コードを掠 
いて < ださい。 

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテレビに 
出力している場合は、本機の電源を入れてくださ 
し、。電源び入っていないと、映儘を音声ち伝をさ 
れません。 


接続する映像端モについて 


お手持ちの傑器の接続のしかたを 
巧認する 


準備 4 b :映像機器を接続する 






昏 

藝眺 
磯〜か 
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本機は、 U ニア PCM (サンプリング周波 
数 192 kHz _ UU 下）で、8チヤンネルまでの 
デジタル音声信号を、 HDMI を使った伝送 
で受信することびでをます。 

HDMI Version 1 .3 で拡張された High 
Bitrate Audio ( DTS-HD Master 
Audio、Dolby TrueHD)、Deep Color 、 
xvYCC 伝送に対応しています。 

本機は HDMI 機器制御機能に対応していま 
す。詳しくは r ブラビアリンク"機能を 
使う」 （68 ページ）をご覧ください。 
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© HDMI ケープル（別売） 


HDMI とは High-Definition Multimedia 
Interface の略で、映像信号と音声信号をデ 
ジタルで伝送するインターフェースです。 

HDMI 接続でできること 

• 本機では HDMI で転送されたデジタル音青 
信号をスピーカー端子から出力でさます。 

ドルビーデジタル、 DTS 、 U ニア PCM 、 
AAC の各フオーマツトに対応しています。 


衛星放送 

ナ ユー ナー 


音声/映像 


HDMI 
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デイスご 
プレー1 


音声/ 


国 


〇记 ojl 日 










A 


A 


A 


A 











戀 I 戀 


SURROUND BACK 

fco 

SURROUND 

咖暴 

幢 I 戀 I 

’戀戀 

FRONTB 

ISSI + 

ii - 

FRONT A 

戀戀 


巧のぺージへつづ< 


HDMI 端子のおる機巧を接続ずる 
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接続ケーブルについて 

• HDMI Licensing LLC で認註された 
HDMI □ゴ付さのケーブルをお使い < ださ 
い。 

• ソニー 製の HDMI ケーブルをおすすめしま 
す。 

• HDMI 接続で解像度び112日 P (1080 p ) 

の映像や Deep Color の映像を視聴すると 
きは 、 HIGH SPEED 対応 (HDMI 
Version 1.3 a 、 カテコ fU — 2) のケーブル 
を推契します。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすすめ 
しません。 HDMI - DVI 変換ケーブルで 
DVI - D 機器をつないだ場合、音靑や映像が 
出力されないことびあります。音靑が正し 
<出力されない場をは、他の種類の音声 
コードやデジタル接続コードでつなぎ、 
[Digital Assign ] の設定を行ってくださ 
い。 

HDMI 端子の接続のご注意 

• HDMI IN 端子に入力された音靑信号はス 
ピーカー出力と HDMI OUT 端子か5出力 
することがでさます。他の音声端テからは 
出力されません。 

• HDMI IN 端子に入力された映像信号は、 
HDMI OUT 端テからのみ出力されます。 
VIDEO OUT 端テと MONITOR OUT 端 
テからは出力されません。 

• テレビのスピーカーから音靑を出すとを 
は、 HDMI ；>< こユーの 「AUDIO OUT 」 

を rrV + AMPJ に設定してください （53 
ページ)。マルチチヤンネルのディスクな 
どを再生できないときは、 「 AMP 」 に設定 
してください。ただし、 「 AMP 」 に設定す 
ると、音声はテレビのスピーカーから出力 
されません。 

• スーパーオーディオ CD の DSD 信号は入出 
力されません。 

• スーパー オーディオ CD のマルチチヤンネ 
ル/2チヤンネルの再生エ U アの音靑信号 
は出力されません。 

• HDMI 端子からの音靑信号（サンプリング 
周波数、ビット長など）は、つないだ機器 


により制限されることびあ0ます 。 HDMI 
ケーブルでつないだ機器の映像がきれいに 
映5なかった0、音びでないとさは、つな 
いだ機器側の設定をご確認ください。 

• 再生機器から出力される音靑のヴンプ U ン 
グ周波数やチャンネル数、音靑フォーマツ 
卜び切0換わったとさに、音靑び途切れる 
場合があ0ます。 

-接続機器び著作権保護技術 （ HDCP ) に対 
応していないために、本機の HDMI OUT 
端子からの映像や音靑び乱れたり再生でさ 
ない場合びあ0ます。このよラな場合は、 
接続機器の仕様をご確認<ださい。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD Master 
Audio 、 DolbyTrueHD )、 マルチチャン 
ネル U コ PCM は HDMI 接続でのみ楽し 
めます。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD Master 
Audio 、 DolbyTrueHD ) を楽しむには、 
プレーヤーの映像解像度を 720 p /1080 ん 
上に設定してください。 

• マルチチャンネル U こア PCM を楽しむに 
は、プレーヤーの映像解像度の設定び必要 
な場をびあります。プレーヤーの取扱説明 
書をご確認ください。 

• 各 HDMI 機器は、表記されている HDMI の 
Version で定義されている機能をすべて包 
括しているものではあ0ません。例えば 
Version 1 .3 a 対応機器びすべて Deep 
Color に対応しているねけではありませ 
ん。 

• 本機につないだ機器について詳しくは、各 
機器の取扱説明書をご覧ください。 
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DVD プレーヤーを接続ずる 


DVD プレーヤーの接続例です。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありませ 
ん。お持ちの機種にある端子に合わせて音声 
と映像をつないで < ださい。 


ごま意 

マルチチヤンネルのデジタル音声を出力するため 
に、 DVD プレーヤー側でデジタル音声出力の設定 
をする必要びありまず。詳しくは、 DVD プレー 
ヤーの取扱説お書をご覧ください。 

ちょっと一言 

本機の DIGITAL 音声入力端モはすべて、 32 kHz 、 
44.1 kHz 、 48 kHz . 9目 kHz のヴンプ U ング周波 
数に対応しています。 




©同軸 （ COAXIAL ) デジタル接続コード（別売) 
©冒声コード（別売） 

©映儘コード（別売） 

©コンポーネント映像コード（別売） 


巧のぺージへつづ< 
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衛星放送チューナー/セットトッ 
プボックスを接続ずる_ 

衛星放送チューナーやセットトップボックス 
の接続例です。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はあ0ませ 
ん。お持ちの機種にある端子に合わせて音声 
と映像をつないで < ださい。 


ごま意 

• 光デジタル接続コードをつなぐと定は、カチッと 
音びするまでまっすぐにプラグを差し込んで<だ 
さい。 

• 光デジタル接続コードを折り巧げたり、結んだり 
しないで < ださい。 

ちょっと一言 

本機の DIGITAL 音声入力端子はずべて、 32 kHz、 
44.1kHz、48 kHz、 9目 kH 之のサンプ U ング周波 
数に対応しています。 



©音声コード（別売） 

©光 （OPT に AL) デジタル接続コード（別売) 
0映像コード（別売） 

©コンポーネント映像コード（別売） 
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ごま意 

• DVD レコーダーを操作できるよラに、リモコン 
の VIDEO "1 入カボタンを工場出荷時の設定から 
変更して<ださい。詳し<は、「お使いの機器に 
合わせて U モコンコードを設定する」 （82 ペー 
ジ）をご覧ください。 

• 表示窓に表おされる VIDEO 1入力の名前を変え 
ることびでをまず。詳しくは、「入力に名前を付 
ける」（ア9ページ）をご覧ください。 

• 光デジタル接続コードをつなぐとをは、カチッと 
音びするまでまっすぐにプラグを差し込んでくだ 
さい。 

• 光デジタル接続コードを巧0巧ばた0、おんだり 
しないで < ださい。 


© O^n© 


DVD レコーダーやビデオデッキなどアナ □ 
グ端テのある機器の接続例です。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありませ 
ん。お持ちの機種にある端子に合わせて音声 
と映像をつないで < ださい。 




© 


© 
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N’) 

3)(23 


アナ□グ映像/音声端子のある機 
器を接続ずる 


DVD レコーダー/ビデオデッキ 
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©光 〔 OPT に AL ) デジタル接続コード（別売) 
©音声コード（別売） 

©映儘コード（別売） 

©コンポーネント映像コード（別売） 
©音声/映像コード（別売） 
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準備 5 :アンテナをつなぐ 

ラジオを聞<ために、付属の AM ループアンテナおよび FM ワイヤーアンテナをつなざます。 
アンテナをつなぐ前に、必ず電源コードを抜いてください。 

， - I , FM ワイヤーアンテナ(付属） 



AM ループアンテナ（付属) 


ごま意 

• 雑音の原因になるため、 AM ループアンテナは本 
機や他の AV 機器の近くに置かないでください。 

• FM ワイヤーアンテナはまねたまま使わないでく 
ださい。 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、でさるだ 
け水平に置いて < ださい。 
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本機を初めてお使いになるとをは、必ず下 
の手順で本機を初期設定状態にしてくださ 
い。また、本機をお使いになった後、設定し 
た内容などをお買い上げ時の状態に戻したい 
とさわ、の手順を行ってください。 
本体のボタンを使って操作してください。 


1,2 2,3 



1 POWER を巧して、本機の電 
源を切る。 

2 TONE MODE と 2 CH / 
A . DIRECT を押しなび5、 
POWER を巧ず。 

3 表示窓に 「 CLEARING 」 と 
表示された5 、 TONE 
MODE と 2 CH / A.DIRECT 
を離ず。 

表示窓に 「 CLEARED 」 と表示されま 
す。 

初期設定か5変更、調整された設定は 
すべて初期化されます。 


巧のぺージへつづ< 


準備巨：本体とリモ 
コンを準備する 


電源コードのプラグを壁のコンセントにつな 
ざます。 


電源コード 


SURROUND BACK 

SURROUND 

録響 

1 
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, - ? 
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藝戀 

’戀 I® 

FRONTS 

sS* 

動禱 

咖)戀 I 




一 




壁のコンセントへ 


電源コードをつなぐ 


本機を初めておほいになるとまは 
(本機を初期設定巧態にする） 




31 


























































リモコンに電池を入れる_ 

©と©の向さををねせて、リモコンに、単3 
乾電池（付属）2個を入れます。 



ごま意 

• 高温、を湿の場所を避けて保管してください。 

• 新しい乾電池と使用途中の乾電池を混ぜて使わな 
いで < ださい。 

• マンガン乾電池と、種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
わないで < ださい。 

• U モコンを使ラと走は、 U モコン受光部に直射曰 
光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご 
注意<ださい。 U モコンで操作でをないことびあ 
0まず。 

• 長い間 U モコンを使わないと定は、液漏れや腐食 
を防ぐため、乾電池を取り出して<ださい。 

• 電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内容び 
消える場台びありまず。その場をは、再登録して 
ください （82 ページ)。 

ちょっと一言 

乾電池の寿命は、通常約3ヶ月でず。 IJ モコンで本 

機を操作でをな<なったら、新しい乾電池に交換し 

て < ださい。 


準備7:フロントス 
ピーカー を選ぶ 

本機前面の SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) 
ボタンで、使用するスピーカーシステムを還 
びます。 

本体のボタンを使って操作してください。 


SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) 



SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) を 
くり返し押して、使用ずるフ□ン 
トスピーカーシステムを表示窓に 
表のずる。 



使ラスピーカーシステム 

点灯 

FRONT SPEAKERS A 端 
テにつないだスピーカー 

SPA 

FRONT SPEAKERS 巨端 

子につないだスピーカー 

SP B 

FRONT SPEAKERS A と 
目端テにつないだスピー 
カー（パラレル接続） 

SP A+B 

すべてのスピーカー端子か 
ら音声び出力されません。 

ALL OFF びし 
ばら<の間点 
打してか6、 

スヒーカー表 
おび消える。 


ごま意 

ヘッドホンをつないでいるときは 、 SPEAKERS 
( OFF / A / B / A + B ) でフ□ントスピーカーを切り換 
えることはでさません。 
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次のページへつづぐ 
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準備8:自動でス 
ピーカーを設定する 

(自動音場お正機能） 

D . C . A . C . (Digital Cinema Auto 
Calibration (自動音場補正)）機能によっ 
て、自動的にし:^下の項目を測定します。 

• スピーカーの有無 a ; 

• スピーカーの レベル 
• スピーカーの 距離 a ; 

• スピーカーの サイズ a ) 

• スピーカーの 極性 
• 周波数特性3作） 

a ) アナ□グダイレクト機能を選んでいる攝合は、 
測定結果は反映されません。 

b ) 切下の場合は、測定結果は反映されません。 

ーサンプ U ング周波数び176.4 kHzI ； Lb の 

Dolby TrueHD 信号を受信している。 

ーサンプ U ング周波数び176.4 kHz 切上の PCM 
信号を受信している。 

D . C . A . C . 機能によって、自動的に最適な音 
声バランスを設定します。 

なお、手動でお好みの スピーカーの レベルと 
バランスを設定することわでをます。詳しく 
は、「準備 日：スピーカーの レベルとバラン 
スを調節する」 （39 ページ）をご覧くださ 
い。 


測定の準備をずる_ 

スピーカーを設置、接続してから、測定して 

<ださい（18、19ページ)。 

測定の前に、し:^下についてごを意ください。 

• AUTO CALM に端子は付属の測定用マイ 
ク専用です。他のマイクはつなびないでく 
ださい。本機やマイクの故障の原因になり 
ます。 

• 測定中は大さな測定音が出ます。音量は調 
整でさません。お子様や隣近所への配慮を 
お願いします。 

• 測定音がの音が入5ないよラに、静かな 
環境で測定してください。 


• スピーカーとマイクの間に障害物があると 
正しく測定でをません。測定開始前に測定 
ェリア（機器の設置ェリア）の外側に出て 
<ださい。 

ごま意 

• 1；(下の場合は、自動音場補正機能は働をません。 
- SPEAKERS ( OFF / A / 巨/ A + B ) で OFF を選ん 

でし)るとを 

一 へッ ドホンをつないでいるとを 
• 消音機能を設定していてを、測定び始まると自動 
的に解除されます。 



1 測定用のマイク（付属）を本 
機前面の AUTO CAL M に端 
子につなぐ。 


2 マイクを設置ずる。 

マイクは実隐に視聴する位置に設置し 
ます。耳と同じ高さになるよラに、台 
や云脚を使って固定してください。 


















アクティブサブウーファーの設定につい 

て 

• サブウーファーをつないでいる場合は、電 
源を入れて、音量を上げておいてくださ 
し、。音量は 、 MASTER VOLUME つまみ 
を半分または半分よ0ややルさめの位置に 
して < ださい。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能びある場 
合は、最大に設定してください。 

• オートオフ設定機能びある場をは、オフ 
(無効）にしてください。 



ごま意 

お使いになるサブウーファーの特性によっては、距 
離の設定値び実際の配置よ0ち遠 < なることびあ0 
ます。 



AUTO CAL を押ず。 

己砂後に測定び始まります。表示窓に測定開 
始までの残0時間び表示されます。 

測定時間は約30秒です。測定び始まると、 


下の項目び表示されます。 


測定項目 

表示 

スピーカーの有無 

TONE 

スピーカーのレベル、距離、 
周波数特性 

T . S . P . 

サブウーファーのレベル、距 
離 

WOOFER 
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「自動音場補 
正®測定後に 
表示される 


巧のぺージへつづ< 


メッセージの 
—見」 、ご7 
ページ）をご 
幫ください。 



AMP を押し、 ♦/ ♦をくり返し 
押して頂目を選び、©を押ず。 

項目 

説明 

EXIT 

測定した設定を保存しな 
いで終了します。 

LEVEL 

INFO . 

スピーカーの レベルの測 
定結果を表术します。 


ちよつと一吕 

• 測定中に有効な操作は電源の ON/OFF の操作のみ 
です。そのほかの操作は無効です。 

• ダイ ポールスピーカー などの特殊な スピーカーを 
つないでいる場合は、正しく測定でさないことび 
ありまず。 

測定を中止ずるには 

測定中に政下の操作をすると、測定が中止さ 
れます。 

- I / Cl ) または POWER を押す。 

ーリモコンの入力切0撰え用ボタンを押す、 

または本体の input selector を回す。 

ーボ U ュームを変更する。 

— MUTING を押す。 

-SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) の設定を 
変える。 

—へッドホンをつなぐ。 

-AUTO CAL をもう一度押す。 


測定結まを巧認 / f 呆巧する 


1 測定結果を確認ずる。 

測定が終わると終了音び鳴0、測定結 
栗び表示されます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測定 

SAVE 

手順2へ進ん 

び終了した 

EXIT 

で < ださい。 

とさ 




項目 

説明 

DIST . INFO . 

スピーカーの距離の測定 
結果を表示します。 

PHASE 

INFO . 

各スピーカーの位相（正 
ネ目/逆相）を表示します。 
「「PHASE INFO 」 を選 
んだときは」 （3 目ペー 
ジ）をご覧ください。 

WARN 

CHECK 

測定結果のミ主意事項を表 
示します 。 rrwARN 
CHECK 」 を選んだとさ 
は」 （38 ページ）をご覧 
<ださい。 

SAVE EXIT 

測定した設定を保ちし、 
終了します。 

RETRY 

再測定します。 


3 測定結果を保巧ずる。 

手順2でに AVEEXIT 」 を選びます。 
測定結果び保をされ、 AUT 0 CAL メ 
ニューで自動音場補正タイプを選ぶこ 
とびでさるよラにな0ます。 

詳しくは38ページをご覧ください。 
測定が終了すると、 「 COMPLETE 」 び 
表示されます。測定結果にポジション 
番号び割り当てられて登録されます。 

ご注意 

自動音場測定結果のポジション番号を選ぶこ 
とびでさまず。ポジション番号は自動音場測 
定を斤う前に選んでください。詳しくは38 
ページをご覧ください。 

ポジション番号を選ばない場合は、自動的に 
P0S.1 (初期設定）になりまず。 

ちょっと一言 

スピーカーのサイズ （ LARGE/SMALL ) は 
低域特性で判定しまず。 

測定結果は測定用マイクの位置、スピーカー 
の位置、部屋の形などによって変わる場含び 
あります。測定結果のまま使ラことをおすす 
めしますが、 SPEAKER><- zl - (48 ぺ一 
ジ）で設定を変更することちでをまず。変更 
する場合は、測定結果を保存してから変更し 
て < ださい。 


巳 


定つ 
測か 
になさ 
常さと 
正でた 
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「PHASE INFO 」 を選んだときは 

各スピーカーの位相（正相、逆相）を確認で 
をます。 


♦/* を< り返し押してスピーカー 
を選び、©を押して r 測定結果を 
確認/保存ずる」の手順2に戻る。 



表示 

説明 

■ ■■* - IN 

正相です。 

■■■*- OUT 

逆相です。スピーカーの+ 

/一端テび逆に接続されて 
いる可能性びあります。ス 
ピーカーによっては接続 
び正し<てち表示される 
場合びあ0ます。スピー 
カーの仕様によるちので 
すので、そのまま使って 
問題あ0ません。 

* ■■■部分には、 

スピーカー チヤンネルび表おさ 

れます。 



F フ□ントス ピーカー 

FL フ□ント スピーカー (左） 

FR フ□ントスピーカー(ち） 

CNT センタースピーカー 
S サラウンドスピーカー 
SL サラウンドスピーカー（左） 

SR サラウンド スピーカー （ち） 

SB サラウンドノくックスピーカー 
S 巨 L サラウンドバックスピーカー（左) 
SBR サラウンドバックスピーカー（ち) 
SW サブウーファー 


ちょっと一言 

サブウーファーの位置によって極性の判定び異なる 
場含びあります。測定結果のまま使って問題ありま 
せん。 

測定び終わった6 

測定用のマイクを抜いて<ださい。 

ご注意 

スピーカーの設置位置を変更したとさは、測定をや 
り直してください。 
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次のぺージへつつ < 

|37 


表示 

原因と巧策 

EJH * : 3 J 

SPEAKERS ( OFF / A / 目/ A + 呂）な; OF 円こなつてし、ます。 SPEAKERS 
(0 FF / A / B / A + B ) を音がでる状態にして、再測定してください。 

EJH * : 32 

どのチャンネルからわ音び検出されませんでした。測定用のマイクび正し 
く接続されていることを確認し、再測定してください。接続されている場 
合は測定用マイクび断線していることび考え5れます。 

E -国—* : 33 

• フ□ントスピーカーび接続されていない、またはフ□ントスピーカーび1 
本しか接続されていません。 

• 測定用マイクび接続されていません。 

• 左かちどちらかのサラウンドスピーカーが接続されていません。 

• サラウンドスピーカーび接続されていないのに、サラウンドバックスピー 
カーが接続されています。サラウンドスピーカーを SURROUND 端子に 
接続してください。 

• サラウンドバックスピーカーび SPEAKERS SURROUND BACK R 端テ 
にのみ接続されています。サラウンドバックスピーカーを1つだけ接続す 
るときは、 SPEAKERS SURROUND BACK L 端子に接続してくださ 
い。 

W - : 40 

測定は完了しましたび、騒音のレベルび高いです。 

再測定を行ラと測定でをる場をちありますが、すべての環境で測定びでさ 
るとは限りません。でさるだけ、周囲の騒音びかない状態で測定してくだ 
さい。 

W - : 4^1 

測定用マイクからの入力び過大です。 

これ似上大さな音で測定でさません。周囲の騒音びルさくなってか5再測 
定して < ださい。 

W - : 42 

周囲の騒音びルさくなってから再測定してください。 

W - : 43 

サブウーファーの距離-位相び測定でさませんでした。ノイズび原因と 
なっている場合びあ0ます。周囲び静かな状態で再測定して<ださい。 

N 0 WARNING 

WARNING 情報はありません。 

* ■■■部分には、 

スピーカーチャンネルび表示されます （ F 、 FL 、 FR、 CNT 、 S 、 SL、SR、SB、S 巨し 


SBR、 SW )。 


自動音場補正の測定をに表示されるメッセージの一 



游諭.！：揣蠢 



£-■■■: 31、32、 33 

1 ©を巧ずと 「 RETRY ? YES 」 び表示され 
る。 

2 ♦/ ♦細して 「 RETRY ? YES 」 を選び、 
©を巧す。 

3「測定結果を確認/保存する」の手順2か 
らや〇直す。 

「WARN CHECK 」 を選んだときは 

測定結果にミち意事項があつた場合、詳しい情 
報を表术します。 

径)を巧して、「測定結果を確認/ 
保存ずる」 （35 ページ）の手順1 
に戻る。 


A . CAL メニユーのパラメーター 
にっぃて_ 

AUTO CAL メニューを使って、自動音場補 
正機能をお好みにあわせて設定したり、名前 
をつけた0することびでをます。 

メニューから 「 AUTOCAU を選んでくだ 
さい。パラメーターの調節について詳しく 
は、「メこューを使ってアンプを設定する」 
(43 ぺージ）および「メこューー覧」 （44 
ページ）をご覧ください。 

■ A.CAL START (自動音場補正） 

■ CAL TYPE (補正タイプ）* 

• FULL FLAT 

各スピーカーの周波数特性を平5にしま 
す。 

• ENGINEER 

ソこ 一基 準の U スニングルームの周波数特 
性にします。 

• FRONT REF 

すべてのスピーカーの特性をフ□ントス 
ピーカーの特性に整えます。 

• OFF 

自動音場補正のイコライヴーをオフにしま 
す。 

* 自動音場補正の設定び登録されている場合のみ、 
選択でをまず。 

■ POSITION (リスニングポジシヨ 
ン） 

測定位置や視聴環境、測定条件ごとに、ポジ 
シヨン1、2、3として3つのパターンを登録 
することびでをます。 

■ NAME IN (名前の入力） 

測定番号をつけ直すことびでさます。詳しく 
は「入力に名前を付ける」 （79 ページ）をご 
覧< ださい。 
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準備 9 : スピーカー 
のレベルとパランス 
を調節ずる 

(TEST TONE ) 


1」スニングポジションに座0、テスト!ン 
の化力を聞さなび5スピーカーのレベルとバ 
ランスを調節でさます。 



1 AMP MENU を押ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し押して 
「 LEVEL 」 を選び、©または 
♦を巧ず。 


3 ♦/ ♦をくり返し}甲して 「TEST 
TONE 」 を選び、任)を巧ず。 

4 ♦/ ♦をくり返し押して、テス 
卜 I ンのタイプと調整した 
いスピーカーを選ぶ。 

「 FIX 」 または 「 AUTO 」 を選べます。 
詳しくは 「TESTTONE (テスト! 

ン)」 （47 ページ）をご覧ください。 

ちょっと一言 

• すべての スピーカーの 音量を一度に調節し 
たいとをは、 U モコンの MASTER V 0 L 
+ /- または本体の MASTER VOLUME つ 
まみで調節します。 

• スピーカーの レベルとバランスを調整して 
いる間は、調整した値び表お窓に表示され 
ます。 

5 手順1か！54をくり返し、 
rOFFJ を選ぶ。 

入力切0換え用ボタンのどれかを押し 
てち、テスト!-ーンを止めることびで 
さます。 

テスト I -ーンが何ち聞こえないとさは 

• スピーカーコードが確実につながれていな 
い場合があります。コードを軽く引っ張っ 
てみて、抜けた0しないよラに、確実につ 
ないで < ださい。 

• スピーカー コードが ショート している恐れ 
があります。 

テスト I -ーンび表示窓に表示されている 
スピーカーと 異なる スピーカー か S 出る 
とさは 

接続したスピーカーと設定したスピーカーパ 
ターンび間違っています。スピーカーの接続 
とスピーカーパターンをも ラー 度確認してく 
ださい。 
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再をずる 


アンプの入力を選ぶ 



1 入力切り換え用のボタンを押 
ず。 

本体の INPUT SEI _ ECTOR を使って操 
作することわできます。 

選んだ入力び表示窓に表示されます。 


選んだ入力 
棒示] 

再生ずる機器 

VIDEO 1 
[ VIDEO 1] 

VIDEO 1端モにつない 
だビデオデッキなど 

VIDEO 2 
[VIDEO 2] 

VIDEO 2 /PORTABLE 
AV IN 端モにつないだビ 
デオカメラ、テレビゲー 
ムなど 


選んだ入力 
[表示 I 

再生ずる機器 

BD 

目 D 端モにつないだプ 

[ BD ] 

ルーレイディスクレコー 
ダーなど 

DVD 

DVD 端テにつないだ 

[ DVD ] 

DVD プレーヤーなど 

SAT 

SAT 端子につないだ衛星 

[ SAT ] 

放送チューナーやセット 
トップボックスなど 

TV 

TV 端モにつないだテレ 

[ TV ] 

ビなど 

SA - CD/CD 

SA - CD / CD / CD-R 端子 

[ SA - CD / CD / 

につないだスーパーオー 

CD - R ]* 

ディオ CD 、 CD プレー 
ヤーなど 

TUNER 
[FMTUNER 
または AM 
TUNER ] 

内蔵ラジオチューナー 

DMPORT 

DMPORT 端子につない 

[ DMPORT ] 

だデジタルメディアポー 
トアダプター 


* 表示窓には、 rSA - CD / CD / CD - RJ びいつ 
たんスク□-ルしてから rSA - CD/CDJ 
び表示されます。 


2 本機につないだ機器の電源を 
入れ、再生ずる。 


3 MASTER VOL +/- を押し 

て、音量を調節ずる。 

または本体の MASTER VOLUME つま 
みを回します。 

音を一時的に消ずには 

U モコンの MUTING を押します。解除する 
には、 MUTING をもう一度押します。また 
はボ U ユームを調節して音量を上げます。消 
音中に本体の電源を切ると、消音機能は解除 
されます。 

スピーカーの 破損を防ぐために 

電源を切る前に音量を最小にしておいてくだ 
さい。 
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ス ー/ V °— 才ーデイオ CD / CD を聞< 


ごま意 

• 本ページの操作はソニーの スー 
ノてーオーディオ CD プレーヤー 
の場合です。 

• スーパー オーディオ CD プレー 
ヤー、 CD プレーヤーの操作に 
ついて詳し < は各機器の取掘説 
明書をご覧 < ださい。 

ちょっと一言 

• お間をになる音楽に合わせてお 
好みの音場効果を設定ずること 
びでをます。詳しくは58ペー 
ジをお読み < ださい。 

おすすめの音場プ□グラム： 
クラシック ： HALL 
ジャズ ： JAZZ 

ライブコンサート ： CONCERT 
• 2 ch で記録された音声を全ての 
ス ピーカーから 出力して聞くこ 
とびでをます（マルチチャンネ 
ル)。詳しくは、日目ページをご 
覧ください。 


4 

5 


スーパーオーディオ CD プレーヤー / CD プ 
レーヤーの電源を入れ、ディスクをプレー 
ヤーにセットずる。 

アンプ（本機）の電源を入れる。 

SA - CD / CD を押ず。 

または本体の INPUT SELECTOR を使って、 「 SA - CD / 
CD / CD - R 」 を崖びます。 

ディスクを再生ずる。 

ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

使い終わった5ディスクを取り出し、各機 
器の電源を切って終了ずる。 


助が叫か 


5 3 
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テレビ、 DVD プレーヤー、ブルーレイディ 
スクレコーターの電源を入れる。 

アンプ（本機）の電源を入れる。 

DVD を見るときは DVD を巧ず。ブルーレ 
イディスクを見るときは BD を巧ず。 

または本体の input SELECTOR を使って、 「 DVD 」 か 
r 巨 D 」 を選びます。 

テレビの入力を DVD プレーヤー、ブルーレ 
イディスクレコーダーの映像が映るよラに 
切り換える。 

ディスクをセットし、再生ずる。 

ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

使い終わった5ディスクを取り出し、各機 
器の電源を切って終了ずる。 



ごま意 

• テレビ、 DVD プレーヤー、ブ 
ルー レイディスクレ コーダーの 
操作について詳しくは、各機器 
の 取扱説明書をご覧<ださい。 

• マルチチャンネルで音声び聞け 
ない攝合は、^^(下についてご確 
認ください。 

一本機と DVD プレーヤー/プ 
ルーレイディスクレコー 
ダーびデジタル接続されて 
し'!るか。 

一 DVD プレーヤー/ブルーレイ 
ディスク レコーダー 側の音 
声デジタル出力び設定され 
ているか。 

ちょっと一言 

• お、要に応じて再生ずるディスク 
のサウンドフオーマットを選ん 
で < ださい。 

• お間をになる音楽に合わせて、 
お好みの音場効果を設定でさま 
す。詳しくは、58ページをお 
読みください。 

おすすめの音場プ□グラム： 
映画： C . ST.EX 
音楽 ： CONCERT 


DVD / ブルーレイディスクを見る 



1 2 3 4 5 6 7 
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アンプを操作ずる 


メニューを使ってア 
ンプを設定ずる 

メニューを使って、本機のさまざまな設定を 
することびでをます。 



前の表。におるには 

♦または RETURN / EXT < r ^ を押します。 

メニューか6巧けるには 

MENU / HOME または AMP MENU を押しま 
す。 

ごま意 

表お窓の設定項目び暗く表示されているちのは、選 
んだ設定項目び機能しない、あるいは変更でをない 
ことを意味します。 


1 AMP MENU を押ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧して、設定 
したいメニューを選ぶ。 

3 运)または■►を押して、メ 

ニューを表示ずる。 

4 ♦/ ♦をくり返し巧して、設定 
したい頂目を還ぶ。 

5 径)または■►を巧して、設定頂 
目の パラメーターを 表示ず る。 


♦/ ♦をくり返し巧して、設定 
を選ぶ。 

自動的に設定び確定されます。 


巧のぺージへつつ< 
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メニュ ーー 質 


各;>< こユーから下の項目び設定でさます。 

こユー操作について詳しくは、43ページ 
をご覧 < ださい。 


メニユ ー 

棒お] 

項目 

[表示] 

設定値 

初期値 

AUTO CAL 
[AUTO CAL ] 

自動音場補正 
[ A.CAL START ] 



(38 ページ） 

浦正のタイプ a ) 

[CAL TYPE ] 

FULL FLAT 、 ENGINEER 、 
FRONT REF、OFF 

FULL FLAT 


U スニングポジション a ) 
[ POSITION ] 

POS . 1、 POS . 2、 POS . 3 

POS .1 


名前の入力 a ) 

[NAME IN ] 

詳しくは「入力に名前を付け 
る」 （79 ページ）をお読み< 
ださい。 


LEVEL 

[ LEVEL ] 

テストトーンが 

[TEST TONE ] 

OFF、FIX ■■■が 、 AUTO 

■ ■■ b ) 

OFF 

(47 ページ） 

フェーズノイズ a ) 

[ P . NOISE ] 

OFF 、 FL / SR 、 SL/FL 

SB し / S し、 SBR/SBL SR / 
SBR 、 SR / SL 、 FR / SR 、 FR / 
SL 、 CNT / FR 、 FL/CNT 

OFF 


フェーズオーディオ a ) 

[ P . AUDIO ] 

OFF 、 FL / SR 、 SL/FL 

SB し / S し、 SBR/SBL SR / 
SBR 、 SR / SL 、 FR / SR 、 FR / 
SL 、 CNT / FR 、 FL/CNT 

OFF 


フ□ントスピーカー（左）レベル 
[FL LEVEL ] 

FL -10 d 巨〜 FL +10 dB 
の. SdB 単位） 

OdB 


フ□ントスピーカー（ち）レベル 
[FR LEVEL ] 

FR -1 日 d 巨 〜 FR +10 d 巨 
の.己 dB 単位） 

OdB 


センタースピーカーレベル C ) 

[CNT LEVEL ] 

CNT -2 日 d 巨 〜 CNT 
+1 日 dB の. 5 clB 単位） 

OdB 


サラウンドスピーカー（左）レべ 
ルり 

[SL LEVEL ] 

SL — 20 d 巨〜 SL +10 d 巨 
の.己 dB 単位） 

OdB 


サラウンドスピーカー（ち）レべ 
ルり 

[SR LEVEL ] 

SR -2 日 dB 〜 SR +1 日 d 巨 
の. SdB 単位） 

OdB 


サラウンドバックスピーカーレべ 
ル C ) 

[SB LEVEL ] 

SB 一 2日 d 巨 ~ S 巨 +10 d 巨 
の.己 dB 単位） 

OdB 


サラウンドバックスピーカー（左） 
レベル C ) 

[SBL LEVEL ] 

SBL 一 20 d 巨〜 S 巨 L 
+1日 dB め.己 dB 単位） 

OdB 


サラウンドバックスピーカー（ち） 
レベル C ) 

[ S 巨 R LEVEL ] 

SBR 一 2日 d 巨〜 S 巨 R 
+1日 dB の. 5 clB 単位） 

OdB 


サブウーファーレベル C ) 

[SW LEVEL ] 

SW -20 clB - SW +10 dB 
の. 5 dB 単位） 

OdB 


ダイナブックレンジの圧縮が 
[ D . RANGE ] 

COMP . MAX 、 COMP . 

STD 、 COMP . AUTO 、 
COMP . OFF 

COMP . AUTO 
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メニユ ー 

[表示] 

SPEAKER 
[ SPEAKER ] 
(48 ぺージ） 


設定値 初期値 


スピーカーパターン a ) 

[SP PATTERN ] 

3/4.1、3/4、3/3.1、3/3、 
2/4.1、2/4、3/2.1、3/2、 
2/3.1、2/3、2/2.1、 艺に、 
3/0.1. 3/0、2/0.1、 2 の 

3/4.1 

フ□ントスピーカー a ) 

[FRT SP ] 

LARGE、SMALL 

LARGE 

センタースピーカー a ) け 

[CNT SP ] 

LARGE、SMALL 

LARGE 

サラウンドスピーカー a ) C ) 

[SUR SP ] 

LARGE、SMALL 

LARGE 

フ□ントスピーカー（左）までの 
距離 a ) 

[FL D に T .] 

FL 1.00 m 〜 FL 10.00 m 
の. 01 m 単位） 

FL 3.00 m 

フ□ントスピーカー（ち）までの 
距離 a ) 

[FR D に T .] 

FR 1 .日 Om 〜 FR 10.00 m 
の. 01 m 単位） 

FR 3.00 m 

センタースピーカーまでの距離 
[CNT D に T .] 

CNT 1. 日日 m 〜 CNT 
10.00 m (0.01 m 単位） 

CNT 3.00 m 

サラウンドスピーカー（左）まで 
の距離 31 el 
[SL DIST .] 

SL 1.00 m 〜 SL 10.00 m 
の. 01 m 単位） 

SL 3.00 m 

サラウンドスピーカー（ち）まで 
の距離 31 e ) 

[SR DIST .] 

SR 1.00 m 〜 SR 10.00 m 
の. 01 m 単位） 

SR 3.00 m 

サラウンドバックスピーカーまで 
の距離 31 el 
[SB DIST .] 

SB 1.00 m 〜 SB 10.00 m 
の. 01 m 単位） 

SB 3.00 m 

サラウンドバックスピーカー（左） 

までの距離 3)0 

[ SBLDIST .] 

S 巨 L 1. 日日 m 〜 SBL 

10.00 m (日. 01 m 単位） 

SBL 3.00 m 

サラウンドバックスピーカー（ち） 
までの距離が C ) 

[SBR DIST .] 

SBR 1.00 m 〜 SBR 
10.00 m (日. 01 m 単位） 

SBR 3.00 m 

サブウーファーまでの距離3ぃ） 

[SW DIST .] 

SW 1.00 m 〜 SW 10.00 m 
の. 01 m 単位） 

SW 3.00 m 

距離の単位 a ) 

[ DIST . UNIT ] 

FEET、METER 

METER 

フ□ントスピーカーのク□スオー 
バー周波数 aid 
[FRT CROSS ] 

CROSS 40 Hz 〜 CROSS 
200 Hz C 10 HZ 単位） 

CROSS 120 Hz 

センタースピーカーのク□スオー 
バー周波数 aid 
[CNT CROSS ] 

CROSS 40 Hz 〜 CROSS 
200 Hz Cl 0 Hz 単位） 

CROSS 120 Hz 

サラウンドスピーカーのク□ス 
オーバー周波数 a }。） 

[SUR CROSS ] 

CROSS 4 日 Hz 〜 CROSS 
200 Hz C 10 HZ 単位） 

CROSS 120 Hz 


:が肅な叫か 


: 欠のページへつづぐ 
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メニユ ー 

[表示] 

項目 

[表示] 

設定値 

初期値 

SURROUND 
[ SURROUND ] 
(51 ぺージ） 

サウンドフィールドの種類の選択 

[ S . F . SELECT ] 

詳しくは「あらかじめ設定さ 
れているサウンドフィールド 
(サラウンド効果）を楽しむ」 
ほ5ページ）をお読みくださ 
い。 



エン A ンスドサラウンドモード 

[ E.SUR MODE ] 

PU | d )、 PLIIxd )、 NE 06 

CIN 、 NE 06 MUS 、 
NEURAL-THX 

PLIIx 


エフェクトレべル a ) 

[ EFFECT ] 

EFCT . 5 日％、 EFCT . 80%、 
EFCT . 1000ん EFCT . 

150% 

EFCT . 100% 

EQ 

[ EQ ] 

フ□ントスピーカーのを域レベル 

[ BASS ] 

BASS 一 10 dB 〜巨八 SS 
+ 10 dB (1 d 巨単位） 

BASS OdB 

(51 ぺージ） 

フ□ントスピーカーの高域レベル 
[ TREBLE ] 

TREBLE 一 1 日 d 巨〜 
TREBLE +10 dB (1 d 巨単 
位） 

TREBLE OdB 

TUNER 

[ TUNER ] 

FM 放送局の受信モード a ) 

[FM MODE ] 

STEREO、MONO 

STEREO 

ほ2ページ） 

登録した放送局に名前を付ける a ) 
[NAME IN ] 

詳しくは r 登録した放送局に 
名前を付ける」 （66 ページ） 

をお読みください。 


AUDIO 

[ AUDIO ] 

音声と映像出力の同期 a ) 

[ A/V SYNC ] 

0 ms 〜30日 ms (1 日 ms 単 
位） 

0 ms 

ほ2ページ） 

二重音声モード a ) 

[DUAL MONO ] 

MAIN / SUB 、 MAIN、SUB 

MAIN 


デジタル音声入カデコードプライ 
才 IJ ティ a ) 

[ DEC . PRIO .] 

DEC . AUTO 、 DEC . PCM 

DEC . AUTO 


デジタル音声入力の割0当て a ) 

[ D . ASSIGN ] 

詳しくは、「選んだ入力にデ 
ジタル音声端子を割り当て 
る」 （76 ページ）をご覧< だ 
さい。 


HDMI 

[ HDMI ] 

HDMI 機器制御機能の設定 a ) 
[ CTRL : HDMI ] 

CTRL ON、CTRL OFF 

CTRL OFF 

ほ3ページ） 

HDMI 音声出力の設定 a ) 

[AUDIO OUT ] 

AMP 、 TV+AMP 

AMP 


HDMI のサブウーファーレベル a ) e ) 
[SW LEVEL ] 

SW AUTO . SWOd 巨 、 SW 

+ 10 d 巨 

SW AUTO 


HDMI のサブウーファー□ーパス 
フィルタ a ) e ) 

[SW LPF ] 

L . P . F . OFF 、 L . P . F . ON 

L . P . F . OFF 


サウンドフィールド設定 
「 SOUND . FIELD ] 

AUTO 、 MANUAL 

MANUAL 

SYSTEM 

[ SYSTEM ] 

ほ4ページ） 

名前を付ける 
[NAME IN ] 

詳しくは「入力に名前を付け 
る」 （79 ページ）をお読み< 
ださい。 



表示窓の明るさ a ) 

[ DIMMER ] 

100% DOWN 、 60% 
DOWN 、 日％ DOWN 

0% DOWN 


a ) 詳しくは、カツコ内のページをご覧ください。 

b ) ■■■部分には、スピーカーチヤンネルび表おされます （ FL 、 FR 、 CNT 、 SL 、 SR 、 SB 、 SBL 、 SBR 、 
SW)o 

c ) スピーカーパターンによっては、表示されない項目びありまず。 
cl ) スピーカーパターンによっては、表示されない設定びありまず。 
e ) この項目は HDMI 入力信号を検出したとをのみ、表示されます。 
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■ P. AUDIO (Phase Audio) 

• OFF 

テスト!-ーンが止まります。 

• F し/ SR 、 SL / FL 、 S 巨 L / SL 、 SBR/SBL 
SR / S 巨 R 、 SR / SL 、 FR / SR 、 FR / SL 、 
CNT / FR 、 FL/CNT 

隣 0 合った 2 つのスピーカーか 5 順番に、 
テスト1-ーンではなくフ□ント2チヤンネ 
ルの音源を出します。スピーカーパターン 
によっては、表示されない項目があ0ま 
す。 

■ FL LEVEL (フ□ントス ピーカー 
促）レベル） 

■ FR LEVEL (フ□ントス ピーカー 
庙）レベル） 

■ CNT LEVEL (センタースピーカー 
レベル） 

■ SL LEVEL (サラウンド スピーカー 
庙）レベル） 

■ SR LEVEL (サラウンド スピーカー 
(も）レベル） 

■ SB LEVEL (サラウンドバックス 
ピーカー レベル） 

■ SBL LEVEL (サラウンドバックス 
ピーカー （左）レベル） 

■ SBR LEVEL (サラウンドバックス 
ピーカー （ち）レベル） 


■ SW LEVEL (サブウーファーレべ 
ル） 

ごま意 

スピーカーパターンによっては、表示されない項目 
がお0ます。 

■ D. RANGE (ダイナミックレンジの 
圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。深夜にル音量で映画を見たいとを 
などに便利です。ドルビーデジタルの音靑に 
のみ働さます。 

: 欠のぺージへつづぐ 


さス ピーカー のレべ 
ルやバランスを調節 
する 

(LEVEL メニュ ー) 

に VEL >< ニューを使って、各スピーカーの 
レベルやバランスを調整でさます。これらの 
設定はすべてのヴウンドフイールドについて 
有効です。 

設定;><ニューから 「 LEVEL 」 を選んでくだ 
さい。各パラ;ーターの調節について詳しく 
は、「><こューを使ってアンプを設定する」 
(43 ぺージ)、レ<こューー覧」 （44 ぺージ） 

をご覧 < ださい。 

LEVEL メこユーの設定項目 

■ TEST TONE ( テスト ! ン） 

U スこングポジションに座り、テスト!-ーン 
の出力を聞さながらスピーカーのレベルとバ 
ランスを調節でをます。 

• OFF 

テストトーンが止まります。 

• FIX 

テスト I -ーンを出すスピーカーを選ぶこと 
びでさます。 

• AUTO ■■■* 

テスト1-ーンび出るスピーカーび自動的に 
切0換わります。 

• ■■■部分には、スピーカーチヤンネルび表おさ 
れます。 

■ P. N0 に E (Phase Noise) 

• OFF 

テスト!-ーンが止まります。 

• FL / SR . SL / F し、 SBL / S し、 S 巨 R / S 巨し、 
SR / S 臣 R 、 SR/SL FR / SR 、 FR / SL 、 
CNT / FR 、 FL/CNT 

隣り合った2つのスピーカーから順番に、 
テスト!-ーンを出します。スピーカーパ 
ターンによっては、表示されない項目びあ 
0ます。 


か ！ -r か 
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• COMP . MAX 

ダイナミックレンジを極端に狭くします。 

• COMP . STD 

レコーディングエンジニアび意図するダイ 
ナミックレンジでサウンドトラックを再現 
します。 

• COMP . AUTO 

ダイナ S ックレンジび自動的に圧縮されま 
す。 

• COMP . OFF 

ダイナ S ックレンジの圧縮は行われませ 
ん。 

ちょっと一言 

「 D . RANGE (ダイナミックレンジの圧縮)」では、 
ダイナブックレンジをドルビーデジタルに記録され 
ているダイナ S ックレンジ情報に基づいて圧綱しま 
す。 

rCOMP . STD 」 び本来の圧縮値ですび、控えめに 
感じるときは、 「 COMP . MAX 」 をおすすめします。 
これは極端にダイナ S ックレンジを圧縮しますの 
で、深夜のビデオ鑑賞などに便利です。アナ□グの 
US ッターとは異なり、機器側び圧綱ポイントをあ 
らかじめ予測しているため、自然な圧縮になりま 
す。 


スピーカー を設定す 
る 

(SPEAKER メニュ ー） 

SPEAKER >< こューを使って、本機に接続し 
ている各スピーカーのサイズと距離を設定で 
さます。 

設定^ニューからを選んでく 
ださい。パラーターの調節について詳しく 
は、「><こューを使ってアンプを設定する」 
(43 ぺージ)、レ<ニューー覧」 （44 ぺージ） 

をご覧 < ださい。 

SPEAKER メニューの設定項目 

■ SP PATTERN (スピーカーパター 
ン） 

接続しているスピーカーの数を設定します。 
サブウーファー、フ□ントスピーカー、セン 
タースピーカー、サラウンドスピーカー、ヴ 
ラウンドバックスピーカーの設定に合わせま 
す。詳しくは、「スピーカーパターンを設定 
する」 （20 ページ）をお読みください。 

■ FRTSP (フ□ントスピーカー） 

• LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカー 
をつないだ場合に選びます。通常は 
「 LARGE 」 を選びます。サブウーファーを 
使用しない場合は、フ□ントスピーカーは 
自動的に 「 LARGE 」 に設定されます。 

• SMALL 


マルチチャンネルサラウンド音声の音が歪 
んだり、サラウンド効果び不充分な場合に 
選びます。カットされたフ□ントスピー 
カーの低域成分は、サブウーファーに回さ 
れて再生されます。ただし、フ□ントス 
ピーカーの設定を 「 SMALL 」 にすると、 
センター、サラウンド、サラウンドバック 
スピーカーも自動的に 「 SMALL 」 に設定 
されます。 
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コライヴーで低域を上げることをおすすめします。 
イコライザーの設定については51ページをご覧く 
ださい。 

■ FLDKT . (フ□ントス ピーカー 
(ち）までの距離） 

■ FRDIST . (フ□ントスピーカー 
(ち）までの距離） 

リスこングポジションか5フ□ントスピー 
カー （〇) までの距離を設定します。左ちの 
フ□ントスピーカーまでの距離び同じでない 
場をは、おいほラのスピーカーまでの距離を 
設定します。 

サラウンドバックスピーカーび1台の場 



サラウンドバックスピーカーび2台の場 
合（角度（包）は同じにずる） 



■ CNTDKT . (センタースピーカー ま 
での距離） 

U スこングポジションからセンタースピー 
カーまでの距離を設定します。 

■ SLDKT . (サラウンド スピーカー 
(を）までの距離） 

次のぺージへつづぐ 


■ CNTSP (センタースピーカー） 

• LARGE 

低域を充分に再生でをる大をなスピーカー 
をつないだ場合に選びます。通常は 
「 LARGE 」 を選びます。ただし、フ□ント 
スピーカーび 「 SMALL 」 になっていると、 
センタースピーカーを 「 LARGE 」 に設定 
でをません。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンド音靑の音び歪 
んだ0、サラウンド効果び不充分な場合に 
選びます。カットされたセンタースピー 
カーの低域成分は、フ□ントスピーカー 
(「 LARGE 」 に設定されている場合）また 
はサブウーファーに回されて再生されま 
す。 

■ SURSP (サラウンドスピーカー） 

サラウンドバックスピーカーの設定はヴラウ 
ンドスピーカーと同じになります。 

• LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカー 
をつないだ場合に選びます。通常は 
「 LARGE 」 を選びます。ただし、フ□ント 
スピーカーび 「 SMALL 」 になっていると、 
サラウンドスピーカーを 「 LARGE 」 に設 
定でさません。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンド音靑の音び歪 
んだ0、サラウンド効果び不充分な場合に 
選びます。カットされたサラウンドスピー 
カーの低域成分は、 「 LARGE 」 に設定した 
他のスピーカーまたはサブウーファーに回 
されて再生されます。 

ちょっと一 言 

各スピーカーの 「 LARGE 」、「 SMALL 」 の違いは、 
r そのスピーカーの低音をカットずるかしないか」 
でず。 「 SMALL 」 でカットされた低音は、 

「 LARGE 」 と設定した他のスピーカーまたはサブ 
ウーファーの低域に回されます。 

しかし、でさればな域はカットしたくないちので 
す。したびって、どんなに/」巧^のスピーカーでち、 
低冒を再生させたい場合は 「 LARGE 」 に設定しま 
す。逆に大型のスピーカーでち、低音を再生させた 
くない場台は 「 SMALL 」 に設定しまず。 

全体の音量びかさい場合はずべてのスピーカーを 
「 LARGE 」 に設定し、低音感び足 D ない場合は、イ 
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■ SRDET . (サラウンド スピーカー 
(ち）までの距離） 

U スこングポジションからサラウンドスピー 
カーまでの距離を設定します。 

■ S 巨 DIST . (サラウンドバックスピー 
カーまでの距離） 

■ SBLaST . (サラウンドバックス 
ピーカー（左）までの距離） 

■ SBRDET . (サラウンドバックス 
ピーカー（ち）までの距離） 

リスこングポジションからサラウンドバック 
スピーカーまでの距離を設定します。 

■ SWDIST . (サブウーファーまでの 
距離） 

U スこングポジションからサブウーファーま 
での距離を設定します。 

ごま意 

スピーカーパターンによっては、表示されない項目 
びあじます。 

ちょっと一言 

U スニングポジションからセンタースピーカーまで 
の距離圓は、 U スニングポジションからフ□ント 
スピーカーまでの距離困よりも 1.5 m より近くに設 
志できません。政下の図の固一圓び1.日171し处下に 
なるよラに設置してください。 

例：因び 6 m のとき、圓の距離は4.日 m しツ上にして 
<ださい。 

U スニングポジションからサラウンドスピーカー/ 
サラウンドバックスピーカーまでの距離回は 、 U 
スニングポジションからフ□ントスピーカーまでの 
距離固よりを4.日 m より近くに設定でをません 。 Lii 
下の図の回一回び4.己 m じ(下になるよラに設置し 
て < ださい。 

例：回び 6 m のとき、回の距離は1.日 m しツ上にして 
<ださい。 

これらは、スピーカーの配置を適切に行い、よりよ 
い音で楽しんでいただくために設けた制限です。使 
いこなしのヒントとして、実隙の距離より近くス 
ピーカーの位置を設定すると、音び出るタイ S ング 
び遅くなり、スピーカーが遠くにあるよラに感じら 
れます。 

この設定は実隙に音を間走なびら行ラと、よりよい 
結果び得られますので、お試しください。 



■ DIST . UNIT (距離の単位） 

スピーカーまでの距離を表示する単位を切0 
換えます。 

• FEET 

フィート表示に切り換えます。 

• METER 

メートル表示に切り換えます。 

■ FRT CROSS (フ□ントスピーカー 
のク□スオーバー周波数） 

SPEAKER メこューで 「 SMALL 」 に設定さ 
れているフ□ントスピーカーの低音域のクロ 
スオーノ（一周波数を調節します。 

■ CNT CROSS (センタースピーカー 
のク□スオーバー周波数） 

SPEAKER メこューで rSMALU に設定さ 
れているセンタースピーカーの低音域のクロ 
スオーノ く一周波数を調節します。 

■ SUR CROSS (サラウンドスピー 
カーのク□スオーバー周液数） 

SPEAKER メこューで rSMALU に設定さ 
れているサラウンドスピーカーの低音域のク 
□スオーノ く一周波数を調節します。 
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サラウンド効果を調 
節する 

(SURROUND メニュ ー） 

SURROUND >< ニューを使って、お好みの 
サウンドフィールドを選び、サラウンド効果 
を楽しむことができます。 

設定ニューから 「 SURROUND 」 を選ん 
でください。パラ一夕一の調節について詳 
しくは、「><ニューを使ってアンプを設定す 
る」 （43 ぺージ)、けニューー覧」 （44 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

SURROUND メニューの設定項目 

■ S . F . SELECT (サウンドフィール 
ドの種類の選択） 

お好みのヴウンドフィールドを選ぶことがで 
さます。詳しくは、「サラウンド効果を楽し 
む」 （55 ページ）をご覧ください。 

ごま意 

本機では、各入力で最後に選んだサウンドフィール 
ドび次回ち適用されます（サウンドフィールドリン 
ク）。例えば、 DVD 入力に巧して 「 HALU を選 
び、その後、入力を切り換えて、をラー度 DVD 入 
力に戻っても、 「 HALL 」 び適用されます。 

■ E.SUR MODE (エンハンスドサラ 

ウンドモード） 

お好みのサラウンドモードを選ぶことびでを 
ます。詳しくは、「ドルビーデジタルや DTS 
のサラウンド効果を楽しむ」ほ6ページ）を 
ご覧ください。 

■ EFFECT (エフェクトレベル） 

ヴウンドフィールドのシネマスタジオ EX A / 
B / C を選んだときの、サラウンド効果のレべ 
ルを選ぶことがでさます。 


イコライザー（低域 
/高域のレベル）を 
調節する 

(EQ メニュ ー ) 

EQ >< こューを使って、フ□ントスピーカー 
の音質 (低域/高域のレベル）を調節でさま 
す。 

設定こューから 「 EQ 」 を選んでください。 
パラ;><一夕一の調節について詳し<は、「；>< 
こューを使ってアンプを設定する」 （43 ペー 
ジ)、「；><ニューー覧」 （44 ページ）をご覧く 
ださい。 

EQ メニューの設定項目 

■ BASS (フ□ントス ピーカーの 低域 
レベル）* 

■ TREBLE (フ□ントス ピーカーの 高 
域レベル）* 

* スピーカーのを 域レベルと高域レベルは、本体の 
TONE MODE 、 TONE + /— つまみでを調節で 
をます （7 ページ)。 

ごま意 

イコライザー機能は UTF の場含、機能しません。 

-サンプ U ング周波数び176.4 kHz 切上の Dolby 
TrueHD 信号を受信している。 

ーヴンプ I 」ング周波数が176.4 kHz 政上の PCM 信 
号を受信している。 


か一* な -r か 
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ラジオを設定ずる 

(TUNER メニュ ー） 

TUNER>< ニューを使って、 FM 放送局の受 
信モードを設定でさます。また、登録した放 
送局に名前を付けることもでさます。 

設定ニューから 「TUNER」 を選んでくだ 
さい。パラ;ーターの調節について詳しく 
は、「；><こューを使ってアンプを設定する」 
(43 ぺージ）、けこューー覧」 （44 ぺージ） 

をご覧 < ださい。 

TUNER メニューの設定項目 

■ FM MODE ( FM 放送局の受信モー 

ド） 

• STEREO 

ステレオで放送されたラジオ放送をステレ 
才として受信します。 

• MONO 

放送信号に関わらず、モノラルとして受信 
します。 

■ NAME IN (登録した放送局にを前を 
付ける） 

登録した放送局に名前を付けます。詳しく 
は、「登録した放送局に名前を付ける」 （66 
ページ）をご覧ください。 


音声を設定ずる 

(AUDIO メニュ ー） 

AUDIO；>< ニューを使って、お好みにをわせ 
て音靑を設定でさます。 

設定;ニューか5 「AUDIO」 を選んでくだ 
さい。パラ;><一夕一の調節について詳しく 
は、「><こューを使ってアンプを設定する」 
(43 ぺージ)、「メニューー覧」 （44 ぺージ） 

をご覧 < ださい。 

AUDIO メニューの設定項目 

■ A/V SYNC (音声と映像出力の同期） 

入力された音声を遅5せて、映像と音靑のず 
れを調節することびでをます。 0SU 秒か5 
300 SU 砂まで、 " lOSU 砂単位で調節でを 
ます。 

ごま意 

• A/VS 丫 NC 機能は、大をな液晶ディスプレイやプ 
ラズマモニター、プ□ジXクターなどを使用して 
いると定に便利でず。 

• A/V SYNC 機能は、アナ□グダイレクトには機能 
しません。 

■ DUAL MONO (二重音声モード） 

MPEG-2 AAC やドルビーデジタルなどの二 
重音靑を聞<とを、再生モードを設定しま 
す。 

• MAIN/SUB (主音靑/副音靑） 

フ□ントスピーカー左からを音声、フ□ン 
トスピーカーちから副音声を同時に再生し 
ます。 

• MAIN (を音声） 

主音声のみを再生します。 

• SUB 福！!音声） 

副音声のみを再生します。 

■ DEC . PRIO . (デジタル音声入カデ 
コードプライオリティ） 

HDMI IN 端テに入力されるデジタル音靑の 
入カモードを設定でをます。 

• DEC. AUTO 

ドルビーデジタル、 DTS、MPEG-2 
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AAC、PCM の音声入力を自動的に判別 
し、再生します。 

• DEC. PCM 

HDMI IN 端テからの信号を選ぶと、 

HDMI IN 端テに接続している機器の音靑 
出力び常時 PCM 信号になります（頭切れ 
を防ざます)。その他のフォーマット信号 
を再生したいときは、 「DEC.AUTO」 に設 
定してください。 

ごま意 

Decode Priority を 「PCM」 に設定した場をでも、 
再生するディスクの信号によっては頭切れすること 
びあ0ます。 

■ D . ASSIGN (デジタル音声入力の割 
り当て） 

特定の入力のデジタル音靑入力を、他の入力 
に割0当てることびでをます。詳しくは、 
r 選んだ入力にデジタル音声端テを割り当て 
る」 （76 ページ）をご覧ください。 


HDMI を設定する 

(HDMI メニュ ー） 

HDMI ニューを使って、 HDMI 端子につ 
ないだ機器の操作びでをます。設定こュー 
から 「HDMI」 を選んでください 。八ラ乂一 
ターの 調節について詳しくは、「><こューを 
使ってアンプを設定する」 （43 ページ)、レ< 
-ZL 一一覧」 （44 ページ）をご覧ください。 

HDMI メニューの設定項目 

■ CTRL : HDMI (HDMI 機器制御機能 
の設定） 

HDMI 機器制御機能を有効にします。詳しく 
は、 r ブラビアリンク"機能を使う」 （68 
ページ）をご覧ください。 

■ AUDIO OUT (HDMI 音声出力の設 
定） 

本機と HDMI 接続した再生機からの音声の出 
力先を設定します。 

• AMP 

再生機の音声を本機につないだスピーカー 
から出力します。マルチチヤンネルの音声 
はそのまま再生巧能です。 

ごま意 

テレビのスピーカーから音は出ません。 

• TV+AMP 

再生機の音声を本機と、本機に HDMI 接続 
されたテレビのスピーカーの両方から再生 
します。 

ご注意 

. 本機で再生する音声は、チヤンネル数やヴンプ 
U ング周波数など、テレビの性能に依存しま 
す。テレビびステレオに ch) スピーカーの場 
合は、マルチチヤンネルのソフトを再生して 
も、本機の音声はテレビと同じステレオ 
(2ch) になります。 

• 本機にプ□ジエクターなどの映像機器をつない 
でいるとを、本機につないだスピーカーから音 
び出ないことびあります。その場をは、 

「AMP」 に設定してください。 


なのぺージへつつ< 


か ！ -r か 
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■ SW LEVEL (サブウーファーレベル 
の設定） 

HDMI 接続を通してマルチチャンネル PCM 
信号び入力されているとさにサブウーファー 
のレベルを0 d 目〜+1日 dB の範囲で調節で 
をます。 HDMI 入力ごとにレベルの設定がで 
さます。 

• SWAUTO 

入カソースのヴンプ U ング周波数によって 
自動的に+1日 d 目か0 d 目に設定します。 

• SWOd 巨 

• SW+10dB 

ご注意 

• この項目は、 HDMI 入力信号び検出されていると 
さにのみ表示されます。 

• rSWLEVEU び rSWAUTO」 のとき、入力信 
号のサンプ U ング周波数び 44.1 kHz とその整数 
倍の場合は「日 dB」、 48 kHz とその整数倍の場 
合は「+1日服」となります。 

■ SW LPF (サブウーファー□ーパス 
フィルタの設定） 

HDMI 接続で PCM 信号び入力されていると 
さに、サブウーファー出力の□ーパスフィル 
夕を設定します。お手持ちのサブウーファー 
にク□スオーバー周波数調整などの□ーパス 
フィルタびない場合に設定してください。 

• L.P.F. OFF 

□ーパスフィルタは機能しません。 

• L.P.F. ON 

常にカツトオフ周波数120 Hz の□ーパス 
フィルタが働きます。 

■ SOUND.FIELD (自動サウンド 
フィールド設定） 

デジタルテレビ放送の番組を視聴するとを 
に、オートジャンルセレクター機能を使ラか 
を設定します。詳しくは、「デジタル放送の 
ジャンルに応じて、サラウンド効果を自動的 
に切0換える」 （72 ページ）をご覧くださ 
い。 


システムを設定する 

(SYSTEM メニユ ー） 

S 丫 STEM こユーを使って、スピーカーの 
距離な どを 設定でさます。 

設定ニユーか5 「 SYSTEM」 を選んでく 
ださい。 パラメーターの 調節について詳しく 
は、「><こユーを使ってアンプを設定する」 
(43 ぺージ)、「メニユーー覧」 （44 ぺージ） 

をご覧 < ださい。 

SYSTEM メニユーの 設定項目 

■ NAME IN (入力にを前を付ける） 

入力に名前を付けて、表示でさます。詳しく 
は、「入力に名前を付ける」 （79 ページ）を 
ご覧ください。 

■ DIMMER (表示窓の明るさ） 

表示窓の明るさを3段階で調節でさます。 
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本機は • LiTF のフォーマツトに対応しています。 


a) 再生機器び上記のフオーマットには対応していない場合は、音声は別のフオーマットで出力されます。詳 
し< は、再生機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

b) サンプリング周波数び176.4 kH 之切上の信号は9目 kHz または 88.2 kHz で再生されます。 


: 欠のページへつづぐ 
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あ6かじめ設定されているサウンドフイー 
ルド（サラウンド効果）を楽しむ 


ブルーレイディスクレコーダーやその他の巧巧げ八ードディスクプレー 
ヤーを接続するとまは 



湘が撇厂な 




ドルビーデジタルや DTS のサラ 
ウンド効まを楽しむ_ 

A.F.D. (才ートフォーマットダイレクト） 
モードを使って、録音またはエンコードされ 
たままのソフトの音を再現します。また、2 
チヤンネルステレオ音青をマルチチヤンネル 
で聞<ためのデコード処理モードを還ぶこと 
びでさます。 


A.F.D. 



2CH/ 

A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSK 
□ の口 □ 

iNdllT NIGHT 


TJuTocA^TIoDE 化比ド MUUk 

a a a a 

•DISPLAY MENU 


A . F . D . をくり返し巧して、お好み 
のサウンドフィールドを選ぶ。 

詳しくは、 「A.F.D. モードの種類」巧6ぺ一 
ジ）をご覧< ださい。 


A . F . D . モードの種類 


A . F . D . モード 

厳示] 

デコード後のマル 
チチャンネル音青 

効果 

A.F.D. AUTO 
[A.F.D. AUTO] 

(自動判別） 

このモードは残響などの効果を加えずに、録音さ 
れた、またはエンコードされたままの音を再現し 
ます。 

エン八ンスドサラウン 
ドモード 

[E. SURROUND] 

(モードにより異な 
ります） 

詳しくは、「エン八ンスドサラウンドモードを選 
ぶ」 （57 ページ）をご覧ください。 

MULTI STEREO 
[MULTI ST.] 

(マルチステレオ） 

2チヤンネルの信号に対し、 L/R 成分をすべてのス 
ピーカーから出力します。ただし、スピーカーの 
設定によっては出力しないことびあります。 
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巧のぺージへつつ < 


エン八ンスドサラウンドモードを使って、2 
チヤンネルステレオ音声をマルチチヤンネル 
で聞くためのデコード処理モードを選ぶこと 
がでさます。 



1 AMP MENU を巧ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧して、 
「 SURROUND 」 を選び、 
©または♦を巧ず。 

エン A ンスドサラウンドモードの種類 


6 ♦/ ♦をくり返し押して、 
「 E.SUR MODE 」 を選び、 

@または■►を巧ず。 

4 ♦/ ♦をくり返し押して、設定 
したいモードを選び、這)また 
は♦を押ず。 

5 MENU/HOME または AMP 
MENU を押して、メニューを 
消ず。 

6 A . F . D を< り返し巧して、に 
SURROUND 」 を選ぶ。 

「E.SUR MODE」 メニューで選んだエン 
八ンスドサラウンドモードび適用されま 
す。 


エン八ンスドサラウン 
ドモード 
麽示] 

デコード後のマル 
チチャンネル音声 

効果 

Pro Logic II* 

[PLII] 

己チャンネル 

ドルビープ□□ジックII処理を行います。 

Pro Logic llx* 

[PLIIx] 

7チャンネル 

ドルビープ□□ジック llx 処理を行います。 

Neo:6 Cinema 
[NE06CIN] 

7チャンネル 

DTS Neo:6 のシネマモード処理を行います。 

Neo:6 Music 
[NE06 MUS] 

7チャンネル 

DTS Neo:6 の S ュージックモード処理を行いま 
す。 CD など通常のステレオ録音の再生に適してい 
ます。 

Neural-THX 

[NEURAL-THX] 

7チャンネル 

次世代の Neural-THX® サラウンドです。ステレオ 
処理や純粋な 5.1 チャンネル処理に加え、 Neural- 
THX® サラウンド処理された映画や音楽の360度、 

7 . 1チャンネ J レのサラウンド再生が巧能です。 


スピーカーパターンの設定により、表おされないモードをあ D ます。 


□ の □ □ 

IMBIIT NIGHT 

AUTO CAL MODE SLEEP MODE 

一 a a a 

AMP 
MENU 



© o 

•RETURN/ -HOME OPTIONS 

な"い/商 Ui >- ™。。 


エン八ンスドサラウンドモードを 
選ぶ 
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サブウーファーを接続したとさは 

サブウーファーか5出力される低域効果音で 
ある LFE 信号がないときは、本機びサブウー 
ファー用信号を生成し、サブウーファーから 
出力します。ただし、すべての スピーカーび 
「LARGE」 に設定されているときは、 

「A.F.D. AUTO」、「NE06CIN」、「NEO 目 
MUS」 では生成されません。 


ソニーのサラウンド効果 （ DCS ) 
を楽しむ 


本機にあらかじめ設定されているサウンド 
フィールド（サラウンド効果）を選ぶだけ 
で、簡単にサラウンド効果を楽しむことびで 
をます。ご自分の部屋で、映画館やコンヴー 
トホールの臨場感を再現でをます。 


ご注意 

• UTF の条件の場を、サラウンドモードは機能しま 
せん。 

ーサンプ U ング周波数び176.4 kHzi；Lb の PCM 
信号を受信している。 

一 DTS 96/24信号を受信している。 

-サンプリング周波数び 88. 2 kHz 政上の DTS- 
HD1 言号を受信している。 

-サンプ U ング周波数び 88.2 kH 之じ(上の Dolby 
TrueHD 信号を受信している。 

• Neural-THX は、ヴンプ U ング周波数び48 kHz 
し U 下の2チヤンネル信号、または2チゎンネルア 
ナ□グ信号び入力されたとをのみ働をます。 

• サラウンドモードを Neural-THX に切り誓えると 
きは、切り誓えび完了するまでに時間びかかるこ 
とびあります。 

• Neural-THX 処理を入切すると、出だしの音が切 
れることびあ0ます。 


2CH/ 

A.DIRECT 

A.F.D. 



MUSIC 

■MOVIE 


MOVIE をくり返し押して、映画 
用のヴウンドフィールドを選ぶ。 
または、 MUSIC をくり返し巧し 
て、音楽用のサウンドフィールド 
を選ぶ。 

詳しくは、「サウンドフィールドの種類」 （59 
ページ）をご覧ください。 


ちょっと一言 

• DVD ソフトなどのエンコード方式は、パッヶー 
ジに付いているマークで確認でをます。 

• マルチチヤンネル信号び入力されているときは、 
ドルビープ□□ジック llx デコーディングは有効 
です。 
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サウンドフィールドの種類 


種類 

ヴウンドフィールド 
棒示] 

効果 

映画用 

Cinema Studio EX A 
B ^[ C . ST.EX A ] 

ソこ一-ピクチャーズエンタテイン;ントの 「Cary 
Grant Theater 」 スタジオの音響特性を再現します。 
標準的なモードで、あらゆる映画に適しています。 


Cinema Studio EX B 
EHa [ C . ST.EX 巨] 

ソこ一-ピクチャーズエンタテインントの 「Kim 
Novak Theater 」 スタジオの音響特性を再現します。 
このモードは音場効果び豊富に使われている SF 映画や 
アクション映画に適しています。 


Cinema Studio EX C 
E ^0[ C . ST . EXC ] 

、に一. ピクチャーズエンタテイン;ントのスコア U ン 
グ-ステージの音響特性を再現します。このモードは 
ミュージカルや、オーケストラによるサウンドトラック 
び特長的な映画などに適しています。 


V.Multi Dimension 
EHa [ V . MUI_TI 

DIM .] 

■1 組の実在するサラウンドスピーカーか5、多数の仮想 
サラウンドスピーカーを生成します。 

音楽用 

コンサートホール 

[ HALL ] 

長方形のコンヴートホールの音響特性を再現します。 


ジャズクラブ 
[ JAZZ ] 

ジャズクラブの音響を再現します。 


ライブ八ウス 
[ CONCERT ] 

300席あるライブ八ウスの音響を再現します。 


スタジアム 

[ STADIUM ] 

屋がのスタジアムの雰囲気を再現します。 


スポーツ 

[ SPORTS ] 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現します。 


ポータブルオーディオ 
[ PORTABLE ] 

ポータブルオーディオ機器か5、よ〇ク U アな音像を再 
現します。 MP 3 やその他の圧縮された音源に適してい 
ます。 

へツ ドホン 
使用時* 

へッドホン2チヤンネル 
[ HP 2 CH ] 

2 ch Stereo モード （61 ぺージ)、または A . F . D . モード 
(56 ページ）でへッドホンを使用すると自動的に選ばれ 
ます。2チャンネル（ステレオ）で音を出します。デジ 
タル入力のマルチチャンネル音声は2チャンネルにダウ 
ンミックスして再生します。ただし、 LFE 信号は再生さ 
れません。 


Headphone Theater 
EHa [ HPTHEA ] 

映画用または音楽用のヴウンドフィールドを選んでいる 
ときにヘッドホンを使用すると、自動的に選ばれます。 
映画館にいるような雰囲気をへッドホンで再現します。 


へッドホンダイレクト 
[HP DIR ] 

音色、サウンドフィールドなどの処理を行わずに、アナ 
□グ音声を出力します。 


* へッドホンを使用したときに選べるサウンドフィールドです。 


I 暑潔徽 ue 



ごま意 

• 映画用と音楽用のサウンドフィールドは、政下の 
場台は機能しません。 

ーサンプ U ング周波数び 88. 2 kHz 政上の PCM 
信号を受信している。 

一 DTS 96/24信号を受信している。 

-サンプリング周波数び 88. 2 kHz 政上の DTS- 
HD 信号を受信している。 

ーサンプ U ング周波数び 88.2 kHzULb の Dolby 
TrueHD 信号を受信している。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で 
は、ノイズび目立つことびありまず。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で 
は、直接サラウンドスピーカーから音は聞こえま 
せん。 

• 音楽用サウンドフィールドを選んでいるとをは、 
SPEKAER：>< ニューで すべての スピーカーが 
「LARGE」 に設定されていると、サブウーファー 
からは音び出ません。 ただし、入力されたデジタ 
ル信号に LFE 信号び含まれているときや、フ□ン 
卜、サラウンドのいずれかび 「SMALL」 に設定 
されているとき、 「PORTABLE」 を選んでいる 
とさは、ヴプウーファーから音び出ます。 


ちよつと一言 


liliia マーく 

DCS 技術をホ 
は、「用語集」 


マークの 付いたサウンドフィールドは、 
技術を利用しています。 DCS について詳しく 
(87 ページ）をご覧ください。 


映画用/音楽用のサウンドフィールドを 
解除ずるには 

2 CH / A . DIRECT を押して、に CH ST 」 を 
選びます。または、 A . F . D . をくり返し押し 
て、 「 A . F . D . AUTO 」 を選びます。 


か音量でサラウンド 
効果を楽しむ 


(NIGHT MODE ) 

音量びルさい状態でわ、劇場のよラなヴラウ 
ンド効果を楽しめる機能です。サウンド 
フィールドと同時に働かせることができま 
す。 

例えば深夜に映画を見るとさ、ル音量でちセ 
リフをはつさりと聞さ取ることびでさます。 


2CH/ 

A.DIRECT A.F.D, MOVIE 

a a — 

AUTO CAL MODE SLEEP MODE 

a a a is- 


MUSIC 

felT 


NIGHT 

MODE 


ISNGHT MODE を巧ず。 

NIGHT MODE 機能が働をます。 

NIGHT MODE を押すたびに、オンとオフび 
切り換わります。 


ごま意 

NIGHT MODE は、じ(下の場合は機能しません。 

ーヴンプ U ング周波数び176.4 kHz な上の Dolby 
TrueHD 信号を受信している。 

ーヴンプ U ング周波数び176.4 kHzlU 上の PCM 信 
号を受信している。 


60 









(ANALOG DIRECT ) 

選んでいる入力の音青を、2チヤンネルのア 
ナ□グ入力に切り換えます。高品質のアナ □ 
グ音声を楽しむことびでさます。 

この機能を使っているときは、音量とフ□ン 
トスピーカーのバランスのみ調節でをます。 


-サウンド 

フィールド 

ボタン 


1 入力切り換え用のボタンでアナ 
□グで聞きたい入力を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR つまみで選 
ぶことちでをます。 

2 2 CH / A . DIRECT を < D 返し 
巧して、 rA . DIRECTJ を選 
ぶ。 

アナ□グ音声び出力されます。 

アナ□グダイレク ト 機能を取り消ずには 

もう一度 SCH / A . D 旧 ECT を押す。 

または、サウンドフィールドボタンのどれか 
を押してち取0消されます。 


巧のぺージへつづ< 


高音質のアナ□クで 
聞く 


音声を2チャンネル 
で聞< 

(2 CH STEREO ) 

フ□ント L / R の2本のスピーカーのみから音 
を出します。サブウーファーからは音び出ま 
せん。 

標準的な2チャンネルステレオ音声は、サウ 
ンドフイールドの回路を通さずに再生しま 
す。マルチチャンネル音声は、2チャンネル 
にして（ダウンミックス）再生します 。 LFE 
信号は再生されません。 


2CH/ 

A.DIRECT. 


2CH/ 

A.DIRECT Af.D. MOVIE 

—SD □ a 


□ a □ 

INPUT NIGHT 

MODE SLEEP MODE 


麻 

MENU 


2 CH / A . DIRECT を < D 返し}甲し 
て、に CH ST 」 を選ぶ。 
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ごま意 

• ヘッドホンびつなびれていると、表示窓に 「HP 
DIRECTJ び表示されます。 

• 巨 D や DMPORT 入力を選んでいるとをは、アナ 
□グダイレクト機能は選べません。 


サラウンド効まをお 
買い上げ時の設定に 
戻す 



11/の 健源）を押して本機の電 
源を切る。 

2 MUS にを巧しなび!5、 1 / の 
(電源）を巧ず。 

表示窓に 「 S . F . CLEAR 」 と表示され、 


すべてのサウンドフィールドびお買い 


上げ時の設定に戻0ます。 
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ラジオを楽しむ 


FM / AM ラジオを聞 

< 

内蔵チューナーを使って、 FM / AM ラジオを 
聞くことがでをます。操作の前に、アンテナ 
が接続されていることを確認してください 
(30 ページ)。 



2 TUNING + または TUNING 

一を 押ず。 

TUNING +を押すと、低い周波数から 
高い周波数へと放送局をスキャンしま 
す。 TUNING 一を押すと、高い周波数 
から低い周波数へと放送局をスキャン 
します。 

放送局を受信すると自動的にスキャン 
を停止します。 

本化で操作ずるには 

1 INPUT SELECTOR つまみを回して、 

FM または AM を選ぶ。 

2 TUNING MODE をくり返して押して、 
「 AUTO 」 を選ぶ。 

3 TUNING +/- を回す。 

FM 放送の受信状態が良くないときには 

FM 放送の受信状態び良<ないとさや、表示 
窓の rSTJ び点滅しているときは、モノラル 
受信を選びます。ステレオ受信ではありませ 
んび、聞さやす<なります。 

• モノラル受信を選ぶには、 TUNER メニュー 
の 「FM MODE 」 を 「 MONO 」 に設定する 
(己2ページ)。 

• ステレオ受信に戻すには、 TUNER ^- zl - 
の 「FM MODE 」 を 「 STEREO 」 に設定す 
る （52 ページ)。 


1 TUNER をく 0返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 


巧のぺージへつつ< 
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数字ボタンで聞さたい放送局の周波数を選ん 
で、放送局を受信でをます。 


5 ENT / MEM を押ず。 

本体の MEMORY / ENTER を使うこと 
ちでさます。 

ちょっと一言 

AM 放送を受信するとをは、付属の AM ループ 
アンテナの向をや位置を受信状態の良い方向 
や位置へ変えて < ださい。 

放送局を受信できないときは 

正しい周波数び入力されているか確認してく 
ださい。正しい周波数び入力されていない場 
をは、手順2〜5をやり直してください。そ 
れでち放送局を受信でをない場合は、入力し 
た周波数が使われていない可能性びあ0ま 
す。 


TUNER を < D 返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SE に CTOR を使うこと 
ちでさます。 

D . TUNING を押ず。 


〇 SHIFT を押ず。 

4数字ボタンを巧して、聞きた 
い放送局の周波数を選ぶ。 

例： r 88.00 MHz 」 を選局するとをは、 
次のよラに数字ボタンを押します。 

8一8一 0 



手動でま信ずる 


15 



4 
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2 登録したい放送局を自動 （63 
ぺージ）または手動 （64 ぺ一 
ジ）で受信ずる。 

必要に応じて FM 巧さ局の受信モードを 
切0換えてください （64 ページ)。 

3 SHIFT を巧ず。 

4 ENT / MEM を巧ず。 

本体の MEMORY / ENTER を使うこと 
ちでをます。 

表示窓の 「 MEM 」 び数抄間点灯しま 
す。 

「 MEM 」 が点口している間に手順5〜目 
を行ってください。 

5数字ボタンを巧して、プリ 

セット番号を選ぶ。 

PRESET +または PRESET —を巧し 
て、プ U セット番号を選ぶことわでさ 
ます。プ U セット番号を選ぶ前に 
「 MEM 」 び消なしてしまった場をは、 
手順3からやり直して < ださい。 

6 ENT / MEM を巧ず。 

本体の MEMORY / ENTER を使うこと 
ちでをます。 

「 MEM 」 び消え、選んだプ U セット番 
号で放送局び登録されます。 


手順1〜6を< り返して、他の 
放送局を登録ずる。 


巧のぺージへつづ< 


放送局を登録する 

FM 局を30局と AM 局を30局登録でをます。 
よく聞く放送局を簡単に受信でさるよラにな 
ります。 


斗 6 


PRESET 
■ + /- 


TUNER を < り返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR を使うこと 
ちでをます。 



Cme^ tools 

3 I 一 • n 一 I 

"NG- _ TUNING + 

幻 I► 〇 ] LttJ 


;KIP D.TUNING 

] の因 


TV VOL TV 州 
MASTER VOL PRESET 


登録する 
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1 TUNER を <D 返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 PRESET + または PRESET 
一をくり返し巧して、聞さた 
い放送局のプリセット番号を 
選ぶ。 

ボタンを巧すたびに、プ U セット番号 
は]下のよラに切り撰わります。 

[ -►■01卜>02"«*^日3一044~>05卜卡..4~>27^-1 

- ►SO 卜 ► 29 4 - 


SHIFT を押してか5数字ボタンを押し 
て、聞さたい放送局のプ U セット番号 
を選ぶことわでをます。プ U セット番 
号を選んだあと、 ENT / MEM を押して 
確定してください。 

本体のボタンで操作ずるには 

1 INPUT SELECTOR つまみを回して、 

FM または AM を選ぶ。 

2 TUNING MODE をくり返して押して、 
「 PRESET 」 を疆ぶ。 

3 TUNING +/— を回して、聞きたい放送局 
のプリ セッ ト番号を選ぶ。 



1 TUNER をく 0返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SEI _ ECTOR を使ラこと 
ちでをます。 
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2 名前を付けたい放送局を受信 
ずる （66 ページ)。 

3 AMP MENU を押ず。 

4 ♦/ ♦をくり返し巧して、 
「 TUNER 」 を還ぶ。 

5运)または♦を巧して、メ 

ニューを表ちずる。 

6 ♦/ ♦をくり返し巧して、 
「NAME IN 」 を選ぶ。 

7 ©または■►を巧して、設定項 
目の パラメーターを 表示ず る。 

カーソルび点滅し、文字を崖べるよラ 
になります。「名前を入力するには」に 
従って、文字を入力します。 


名前を入力ずるには 

1 ♦/*/♦/ ■►をくりおし巧して、文字を入力す 
る。 

♦/* で文字を選び、 */" ►でカーソルを移動 
する。 


間違えた5 

♦/ ■►で訂正したい文字を点滅させ、 ♦/* で 
正しい文字を選ぶ。 


ちよつと一言 

• */ ♦で文字の種類を選べます。巧すたびに、 
し处下の順で切り換わります。 

アルフ アベツ I -- ►数字 一 ►記号 
• 空白を入れるには、文字を選ばすに♦を押し 
ます。 


2 ©を押して、入力を確定する。 
入力した名前が保をされます。 



ブラピアリンク"機能をほ5 


"ブラビアリンク"機 
能で HDMI 機器制御 
機能を使5 

"ブラビアリンク"は HDMI 機器制御機能を 
搭載したソこ一のテレビや DVD / ブルーレ 
イディスクレコーダー、 AV アンプなどび対 
応しています。 

"ブラビアリンク"機能に対応しているソ 
ニー製品を HDMI ケーブル（別売）でつなぐ 
と、下記の操作びでをます。 

• ワンタッチ再生： DVD / ブルーレイディ 
スクレコーダーを再生すると、自動的に本 
機とテレビの電源が入り、入力が HDMI に 
切り換わります。 

• システムオーディオコント□ール：テレビ 
を視聴しているとさ、音声をテレビのス 
ピーカーから出力するか、本機につないだ 
スピーカーから出力するか選択できます。 

• 電源オフ連動：テレビまたは本機の U モコ 
ンでテレビの電源を切ると、 HDMI でつな 
いだ機器（本機、再生機器）の電源ち連動 
して切ることびでをます。 

• オートジャンルセレクター：デジタル放送 
の番組情報に PG 情報）を取得して、ま 
組のジャンルに応じたサウンドフィールド 
に自動的に切0換えます。 

HDMI 機器制御機能は 、 HDMICEC 
(Consumer Electronics Control ) で使用 
されている 、 HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface ) のための相互制御 
機能の規格です。 


HDMI 機器制御機能は、政下の場合働 
をません。 

• HDMI 機器制御機能に対応していない機器 
をつないだ場合 

• 本機と各機器を HDMI でつないでいない場 

厶 

本磯は、"ブラビアリンク"機能に対応して 
いる機器とつなぐことをおすすめします。 

ごま意 

つないでいる機器によっては、 HDMI 機器制御機能 
び働かないことびあります。お使いの機器の取扱説 
明書をご覧ください。 
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テレビと他機器をつなぐ 


ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コード 
を扳いてください。 


テレビのマルチチヤンネルサラウンド 
サウンド放送を楽しむには 

本機につないだスピーカーか5テレビのマル 
チチヤンネルサラウンドサウンド放送をお楽 
しみいただけます。 

テレビの OPT に AL 出力端子を本機の 
OPT に AL IN 端テにつないでください。 



貪だ 
動だ 


巧な 


SURROUND BACK 

Sim 的 UND 

幢1戀 

’戀戀 



衛星放をチューブー/ 

セットトップボックス 

DVD プレーヤー 

ブルーレイディスクレコーダー 



音声/映儘 fe 号 
出力 

音声/映像 
信号出力 



音声/映儘倍号 
出力 



HDMI 

山 

HDMI 

HDMI 

iii 


X 


〇 



©HDMI ケーブル（別売） 

ソニー製の HDMI ケープルを推奨しまず。 

©光 （OPT に AL) デジタル接続コード（別売い） 

©宣声コード（別売） a) 

a) かな<とちどちらかの音声コードをつないで<ださい。 


巧のぺージへつづ< 




:s 


M の、_」乂々=蒸顧か活5 
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"ブラビアリンク" 
機能を使う準備を 
する 

"ブラビアリンク"機能を使うには 、 HDMI 
機器制御機能を有効に設定する必要びありま 
す。 

本機は、 「 HDMI 機器制御設定連動」に対応 
してレます。 

「 HDMI 機器制御設定連動」に対応している 
テレビをお使いの場合は、テレビの"ブラビ 
アリンク"機能を設定すると、本機の設定内 
容わ連動して設定されます。設定中は本機の 
表示窓にに CANNING 」 が点滅し、自動的 
に本機の入力び HDMI 入力に切り換わりま 
す。設定び終わると 「 COMPLETE 」 と表示 
されます。設定が終わるまでお待ちくださ 
い。操作について詳しくは、テレビの取扱説 
明書をご覧 < ださい。 

「 HDMI 機器制御設定連動」に非対応のテレ 
ビをお使いの場合は、 HDMI 機器制御機能を 
お使いいただくために下の設定を行つてく 
ださい。テレビや接続機器の設定について詳 
しくは、お使いの機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

1 本機とテレビ、再生機器び HDMI ケーブ 
ル（別売）でつなびれていることを確認 
する。（各機器は HDMI 機器制御機能に 
対応している必要びあります。） 

2 本機とテレビ、再生機器の電源を入れる。 
3 テレビと本機の HDMI 機器制御機能を有 
効にする。 

本機の設定ち法については、 「 HDMI 機器 
制御機能を設定する」 （71 ページ）をご 
覧< ださい。 

テレビの設定ち法については、テレビの 
取扱説明書をご覧ください。 

4 本機の HDMI 入力を選び、選んだ再生機 
器の映像がテレビに表示されることを確 
認する。 

5 本機の HDMI 入力で選ばれている再生機 
器の HDMI 機器制御機能を有効にする。 


すでに有効になっている場合は、設定を 
変更する必要はあ0ません。 

6 手順4と日をくり返し、 HDMI 接続された 
すべての機器の映像がテレビに表示され 
ることを確認する。 

ごま意 

• HDMI ケープルを振いたり、接続を変えたとを 
は、本ページの手順1から6を行って<ださい。 

•「HDMI 機器制御設定連動」の設定中は、ワン 
タッチ再生やシステムオーディオコント□ールの 
機能は働をません。 

• テレビから 「HDMI 機器制御設定連動」で設定 
する場合、事前にテレビと本機、再生機器の電源 
を入れて < ださい。 

•「HDMI 機器制御設定連動」に対応していない 
再を機器は、テレビの HDMI 機器制御機能設 
定を有効にする前に HDMI 機器制御機能を有 
効にして < ださい。 
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1 AMP MENU を巧ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し押して、 
「 HDMU を選ぶ。 

3运)または♦を巧して、メ 

ニユーに入る。 

4 ♦/ ♦をくり返し巧して、 
「 CTRL : HDMIJ を選ぶ。 


5 ©または♦を押して、パラメ 
夕一に入る。 

6 ♦/ ♦をくり返し巧して、 
「CTRL ON 」 を選ぶ。 

HDMI 機器制御機能び有効にな0ます。 


DVD を見る 

【ワンタッチ再生） 

簡単な操作で、 HDMI 接続された機器を自動 
的に起動して視聴でさます。 

再生機器 （ DVD プレーヤーなど） 
を再生ずる。 

必要に応じて、本機とテレビの電源ち連動し 
て入り、それぞれの入力が自動的に適切な 
HDMI 入力に切り換わります。 


DVD をシンプルな操作で視聴ずる 

テレビのメニューを 使って、 DVD プレー 
ヤーやブルーレイディスクレコーダーなどの 
接続機器を選ぶことびでさます。この場合、 
本機とテレビは自動的に HDMI 入力に切り撰 
わります。 

ごま意 

テレビによっては、最初の部分び出力されないこと 
びあ0ます。 


M の.、_」乂々=蒸酷か活5 
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テレビの音声を本 
機の スピーカー で 
楽しむ 

(システムオーディオコント□-ル） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機につない 
だスピーカーか5楽しめます。 

システムオーディオコント□ール機能は、テ 
レビのメこューで操作でさます。詳しくはお 
使いのテレビの取扱説明書をご覧ください。 
システムオーディオコント□ール機能び有効 
になっていると、本機の電源び切になってい 
てわ、状況に応じて電源び入0、適切な入力 
に切り替〇ます。 

また、テレビの音声び本機につないだスピー 
カーから出力されると、テレビの音量は自動 
的に消音されます。 

その他、下のよラに働さます。 

• テレビを視聴しているとをに本機の電源を 
入れると、テレビの音声は自動的に本機に 
つないだスピーカーから出力されます。本 
機の電源を切ると、自動的にテレビのス 
ピーカーか5出力されます。 

• テレビの音量を調節すると、本機につない 
だスピーカーの音量を調節でさます。 

ごま意 

• テレビの設定によっては、システムオーディオコ 
ント□ール機能び働かないことびあります。お使 
いのテレビの取扳説明書をご覧<ださい。 

• システムオーディオコント□ール機能によって、 
HDMI メニューの 「AUDIO OUT 」 は自動的に 
設定されます。 

• システムオーディオコント□ール機能のないテレ 
ビをつないだ場台は、システムオーディオコント 
□ール機能は働をません。 

• 本機の電源を入れてからテレビの音声び本機から 
出力されるまでには多か時間がかかることびあり 
まず。 

• HDMI またはテレビ政がの入力に切り換えると、 
システムオーディオコント□ール機能は自動的に 
働かな < なりまず。 

• 他の入力から HDMI またはテレビの入力に切り換 
えると、状況に応じて、システムオーディオコン 
卜□ールの設定び変わります。 


デジタルなをのジャンルに応じ 
て、サラウンド効まを自動的に切 
り換ぇる_ 

(才ートジャンルセレクター ） 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （ EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたヴ 
ウンドフィールドに自動的に切り換えること 
びでさます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場をのみ)。 

オートジャンルセレクターは、システムオー 
ディオコント□ール機能び有効になっている 
場合のみ働さます。 

1 AMP MENU を巧ず。 

2 ♦/ ♦を<り返し巧して、 
「 HDMU を選び、©を押ず。 

3 ♦/ ♦を< り返し押して、 
「 SOUND . 円 ELD 」 を選び、 
©または■►を押ず。 

4 ♦/ ♦を< り返し巧して、設定 
を選ぶ。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビ番 
組のジャンルに応じてサウンド 
フィールドび自動的に切り替わ0ま 
す。 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールド 
ボタンで選んだヴウンドフィールド 
で、音声を出力します。 

5 AMP MENU を押ず。 
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ごま意 

番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンドフイール 
ドび切り替わるとを、音び途切れることびありま 
す。 


番組情報対応表 


番組情報 
に PG 情報） 

才ートジャンルセレ 
クターで切り曾わる 
ヴウンドフィールド 

ニュース/報道 

2 CH ST 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

A . F . D . AUTO 

ドラマ 

A . F . D . AUTO 


音楽 詳細ジャンルによつ 

て異なります。下記 
の音楽番組詳細ジャ 
ンル対応表をご覧< 
ださい。 


バラエティ 

A . F . D . AUTO 

映画 

C . ST.EX B 

アニメ/特撮 

A . F . D . AUTO 

ドキュメンタリー 

A . F . D . AUTO 

劇場/公演 

CONCERT 

趣な/教育 

A . F . D . AUTO 

福祉 

A . F . D . AUTO 

その他 

A . F . D . AUTO 

スポーツ ( CS ) 

SPORTS 

洋画にぶ 

C . ST.EX B 

邦画に S ) 

C . ST.EX B 

情報なし 

A . F . D . AUTO 

音楽番組詳細ジャンル対応表 

詳細ジャンル 

サウンドフィールド 

国内□ック/ポップス 

CONCERT 

海列□ック/ポップス 

CONCERT 

クラシック/オペラ 

HALL 

ジャズ/フュージョン 

JAZZ 

歌謡巧/演歌 

CONCERT 

ライブ/コンサート 

CONCERT 

ランキング / U クエス 
卜 

CONCERT 

カラオケ/のど自慢 

CONCERT 

民謡/邦楽 

CONCERT 

童謡/キッズ 

CONCERT 

民族音楽/ワールド 

CONCERT 

ミューシック 



讓酷か活^ 
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テレビと本機の電 
源を切る 

(電源オフ連動） 

テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、 
本機と再生機器の電源わ連動して切ることび 
でさます。 

また、本機の U モコンでも電源オフ連動の操 
作びでをます。 


TV 



AV 1/6 


TV を巧してから、 AVI / むを押 
ず。 

HDMI でつないだすベての機器の電源び切れ 
ます。 


ごま意 

• 電源オフ連動機能を使ラには、テレビの電源連動 
機能の設定を有効にしてください。詳しくはテレ 
ビの取扱説明書をご覧ください。 

• 状態によっては、接続機器の電源び切れない場合 
びあります。詳しくは、各機器に付属の取扱説明 
書をご覧ください。 
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■ OPT 

DIGITAL OPTICAL 入力端テへのデジタル 
音声入力が常に選ばれます。 

■ ANALOG 

AUDIO IN L / R 端テへのアナ□グ音声入力び 
常に選ばれます。 

ごま意 

• 入力によっては、設定でをない音声入カモードび 
おじます。 

• アナ□グダイレクト機能を使っていると走は、音 
声入カモードは 「 ANALOG 」 に設定されます。 
他のモードは選べません。 

• デジタル><ディアポートアダプターを選んでいる 
ときは、「- — … J と表示され、他の項目は選べま 
せん。デジタルメディアポートアダプター Lii 外の 
入力を選んで < ださい。 


本機のデジタル音靑入力端テとアナ□グ音声 
入力端テの両方につないでいる場合、どちら 
かに固定したり、視聴するソフトの種類に 
よって切り換えることがでさます。 

1 本体の INPUT SELECTOR 

つまみを回ず。 

または1」モコンの入力切り換え用ボタ 
ンを巧します。 

2本体の INPUT MODE をくり 
返し巧して、音亩入カモード 
を選ぶ。 

本機の表示窓に、選んだ音靑入カモー 
ドび表示されます。 

音声入カモード 

■ AUTO 

デジタル音靑入力端子とアナ□グ音声入力端 
子の両方につないでいる場合、デジタル音声 
入力び優先されます。 

複数のデジタル音靑入力びある場合は、 

HDMI 音青信号び COAXIAL や OPT に AL 音 
声信号より優先されます。 

デジタル音靑入力びない場合は、アナ□グ音 
声入力が選ばれます。 

■ COAX 

DIGITAL COAXIAL 入力端 テへの デジタル 
音声入力が常に選ばれます。 


そのせの操作をずる 


ホ Q 音 QJ * なか - r か 


アカ 
と入 
声のる 
音声え g 
ル音換 g 
タグ〇 ^ 
ジ□切 I 

デナを§ 
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選んだ入力にデジ 
タル音声端子を割 
0当てる 

(DIGITAL ASSIGN) 

OPTICAL や COAXIAL のデジタル音声入力 
端テを持っている入力 （VIDEO 1 IN、SAT 
IN、DVD IN) を使っていないとをに、他の 
入力に割0当てることびでをます。 

例： DVD プレーヤーを本磯の OP^nCAL IN 
端テにつないで、デジタル音声入力のソース 
にする場合 

• DVD プレーヤーの OPTICAL OUT 端テを 
本機の OPT に AL VIDEO 1 IN 端子につな 
ざます。 

•「D. ASSIGN」 の設定で rVD1 OPT」 を 
「DVD」 に割り当てます。 


1 AMP MENU を押ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し押して、 
「 AUDIO 」 を選ぶ。 

3 径)または■►を巧して、メ 

ニューを表示ずる。 

4 ♦/ ♦をくり返し押して、 「 D . 
ASSIGNJ を選ぶ。 

5 运)または■►を巧して、設定頂 
目のパラメーターを表示ず 
る。 

6 ♦/ ♦をくり返し押して、空い 
ているデジタル音亩入力 
(例： rVD 1 OPT 」） を選ぶ。 


7 运)または■►を押して、確定ず 

る。 


8 ♦/ ♦をくり返し押して、手順6 
で還んだデジタル音亩入力を 
割り当てたい入力（例： 

「 VD 1 一 DVD 」） を 選ぶ。 

DVD 入力び選ばれると、 DVD プレー 
ヤーの音声び OPT に AL VIDEO 1端子 
か5デジタル音声として出力されます。 
割り当てがでさる入力は、各デジタル 
音声入力によって異なります。詳しく 
は、「デジタル音青入力に割り当てでさ 
る入力」 （76 ページ）をご覧ください。 

前の表示に戻るには 

♦を巧します。 


デジタル音声入力に割り当てでをる入力 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されてい 
ます。 

デジタル音声 
入力 
棒お] 

割り当てで 
をる入力 

表示 

OPTICAL 
VIDEO 1 IN 
[VD1 OPT] 

VIDEO1 

VD1 一 [VD11 

VIDEO 2 

VD1 一 [VD2] 

BD 

VD1 一剛 


DVD 

VD1 一 [DVD] 


SA-CD/CD 

VD1 一 [CD] 

COAXIAL 
DVD IN 
[DVD 

COAX] 

VIDEO1 

DVD 一 [VD1] 

VIDEO 2 

DVD 一 [VD2] 

BD 

DVD 一 [BD] 


DVD 

DVD 一 [DVDl 


SAT 

DVD 一 [SAT] 


SA-CD/CD 

DVD 一 [CD] 

OPT に AL 

VIDEO 2 

SAT 一 [VD2] 

SAT IN 
[SAT OPT] 

BD 

SAT—[BD] 

DVD 

SAT 一 [DVD] 


SAT 

SAT-^KATl 


76 




























ごま意 

• 同じ入力に複数のデジタル音声を同時に割り当て 
ることはでをません。 

• 他の入力に割り当てられたデジタル音声入力は、 
ちとの入力で使ラことはでをません。 

• デジタル音声入力を割り当てると 、 INPUT 
MODE の設定び必要になる場合があります （75 
ぺージ）。 


デジタルメディア 
ポートアダプター 
を ffi5 

(DMPORT) 

デジタル ディアポートアダプターを使っ 
て、本機でポータブルオーディオプレーヤー 
などからの音楽を楽しめます。 

デジタル ディアポートアダプター TDM - 
NW 10 は別売です。 

ごま意 

• 本機をデジタルメディアポートアダプター Lii 外に 
つなびないで < ださい。 

• 電源び入っている状態で、本機にデジタルメディ 
アポートアダプターをつないだり、はずしたりし 
ないでください。 

• デジタル><ディァポートァダプターにょっては、 
映像出力びでをないちのびあります。 


なのぺージへつつ< 


■ ホ iss か -r か 
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デジタルメディアポートアダプ 

夕-をつなぐ_ 

デジタルメディアポートアダプターを 
DMPORT 端子につないで、デジタルメディ 
アポートアダプターにつないだ機器の音楽を 
聞 < ことびでをます。 



デジタルメディアポートアダプターを 
DMPORT 端子か S 取りはずずとさは 



両側を押しなびら、引さ抜いてください。 


ごま意 

• デジタル方ディアポートアダプターをつなぐとさ 
は、▼マークの向さを合わせて<ださい。 

• コネクターはしっかりとまっすぐに差し込んでく 
ださい。 

• デジタル方ディアポートアダプターのコネクター 
は壊れやずいため、本機を設置または移動すると 
をは、取 D 扱いに充分を意してください。 
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本機にごないだ機器を再生する 


1 DMPORT を巧ず。 

本体の INPUT SELECTOR を使って、 
「 DMPORT 」 を選ぶことわでさます。 

2 つないだ機器の再生を始め 
る 0 

つないだ機器の音楽び本機で再生され 
ます。 

操作について詳しくは、デジタルメ 
ディア ポー トアダプターの取扱説明書 
をご覧ください。 


ごま意 

• デジタル六ディアポートアダプターの種類によっ 
ては、I」モコンで本機につないだ機器を操作でを 
ます。 U モコン操作について詳し<は、12ペー 
ジをご覧 < ださい。 

• 必ず、本機の MONITOR OUT 端子をテレビに接 
続してください （78 ページ)。 

ちょっと一言 

本機につないだポータブルオーディオで、 MP3 宣 
声トラックや、その他の圧縮されたソースを聞くと 
をに、音を増強することびでさます。 MUS にをく 
り返し押して、 「PORTABLE」 を選んでください 
(59 ぺージ)。 


入力に名前を付け 
る 

入力に8文字までの名前を付けて、表示でさ 
ます。 

機器名を付けると、どの端子に何の機器をつ 
ないだかがわか0、便利です。 

1 入力切り換えボタンを巧し 
て、名前を付けたい入力を還 
ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR つまみわ使 
えます。 

2 AMP MENU を押ず。 


3 ♦/ ♦を < り返し巧して、 
「 SYSTEM 」 を選ぶ。 


4 ©または♦を巧して、メ 

ニューを表示ずる。 

5 ♦/ ♦をくり返し押して、 
「NAME IN 」 を選ぶ。 

6 ©または■►を巧して、設定項 
目の パラメーターを 表示ず 

る 0 

カーソルび点滅し、文字を選べるよラ 
にな0ます。「名前を入力するには」 
(67 ページ）に従って、で字を入力し 
ます。 


■ ホ is なか -r か 
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表示を切り換える 


表示窓の表示を切0換えて、サウンドフイー 
ルドの情報などを確認でさます。 

本体のボタンを使って操作してください。 


DISPLAY を<0返し}甲ず。 

DISPLAY を押すたびに、表示び次のよラに 
切0換わ0ます。 

FM/AM 放送局政がの入力 

登録した名前*- ► 選ばれている入力 一^現在 
のサウンドフィールドー音量ースト U — 
ム情報 

FM/AM 放送局 

登録した放送局*- ► 周波数 一 ► 現在のヴウン 
ドフィールド 

* 名前は、入力や放送局に名前を付けてある場合 
のみ表示されます（66、79ページ)。名前び空 
白だったり、入力名と同じだったりした場合は 
表示されません。 


ス u — プタイマー 
を使5 

設定した時間びたつと、本機の電源を自動的 
に切ることびでさます。 


SLEEP を <0返し}甲ず。 

表示窓に 「 SLEEP 」 び表示されます。 
SLEEP を巧すたびに時間表示び次のよラに 
切り換わります。 

OFF 一 0:30:日日一1:〇日:00一 
1:30:00 一 2:00:00 


ちょっと一言 

ス U —フタイマーび働くまでの題り時間を確認する 
には、 SLEEP を押します。表お窓に残り時間が表 
おされます。ちラー度 SLEEP を押すと、スリーブ 
タイ7—び解除されます。 
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他機に録音/録画 
する 

本機を使ってオーディオ/映像機器か5録音 
/録画がでさます。お手持ちの録音/録画機 
器の取扱説明書ちご覧ください。 

カセツトテープやミニディスクに 
録音ずる 

本機を使ってカセットテープまたは S こディ 
スクに録音でさます。お手持ちの MD デッキ 
またはカセットデッキの取扱説明書ちご覧く 
ださい。 

1再生機器を接続した入力の入 
力切り換え用のボタンを巧 
ず。 

本体の INPUT SELECTOR つまみわ使 
えます。 

2再生機器を準備ずる。 

例： CD プレーヤーにディスクを入れ 
る。 

3録音機器を準備ずる。 

S ニディスクまたはカセットテープを 
入れ、録音レベルを調節する。 

4録音機器側で録音を開始し、 
再生機器側で再生ずる。 


録画ずる 

1再生機器を接続した入力の入 
力切り換え用のボタンを押 
ず。 

本体の INPUT SELECTOR つまみわ使 
无ます。 

2再生機器の準備をずる。 

例：ビデオデッキにビデオテープを入 
れる。 

3録画機器の準備をずる。 

( VIDEO 1につないだ）録画機器に録 
画用のビデオテープなどを入れる。 

4録画機器側で録画を開始し、 
再生機器側で再生ずる。 

ごま意 

録画防止機能のあるソースは録画でをません。 


ごま意 

サウンド調整は、 SA-CD/CD/CD-R OUT 端子か 
ら出力される音声に影響しません。 


■ ホ iss か -r か 
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リモコンをほ 5 


お使いの機器に合 
わせてリモコン 
コー ドを設定する 

U モコンコードを変えて、本機につないだ他 
社製の機器を操作でさるよラに設定でさま 
す。 U モコンに操作信号を記憶させた後は、 
それらの機器をシステムの一部のよラに操作 
でさます。 

また、初期設定のままでは操作でをないソ 
ニー製の機器も設定できます。このリモコン 
で操作でさるのは、赤が線コント□ールを受 
け付ける機器のみです。 

1 RM SET UP を巧しなび！5、 
AV 1/のを巧ず。 

RM SET UP がゆっくり点滅します。 

2 RM SET UP び点滅している 
間に、入力切り換え用のボタ 
ンを巧して設定したい入力を 
還ぶ。 

たとえば、 CD プレーヤーを操作した 
いとをは、 SA - CD / CD をす甲します。 
RM SET UP と SHIFT ボタンが点灯し 
ます。 

3 数字ボタンを巧して、（テレ 
ビ L ソ外の）機器とメーカー別 
の対応コードを入力ずる 
(コードが複数ある場台は、 
そのラちの1つを入力する）。 
機器と一力一別の対応コードは、83 
ページ〜86ページの表をご覧くださ 
し、。3巧の最初の数字はカテづリーを、 


残りの2巧は各;一力一のコードを表 
します。 

4 ENT / MEM を巧ず。 

有効な対応コードが入力されると、 
RM SET UP び2回ゆっくり点滅し、 
設定モードが終了します。 

5 他の機器を操作するとをは、 
手順1か54を繰り返ず。 


ごま意 

• 有効なボタンび押されると、表示び消えます。 

• 手順2で他の入力に変えたいときは、 SHIFT を押 
してから新しい入カボタンを押します。 

• 手順2で TUNER を巧したときは、チューナー操 
作ボタンのみ設定されます （86 ページ)。 

• 数字ボタンを押し間違えた場合は、続けて正しい 
ボタンを押してください。最後に巧された3つの 
数字ボタンび有効です。 

リモコンにテレビの操作を設定ずるに 
は 

1 RM SET UP を押しなび5 、 AV l/Cl) を押 
す。 

RM SET UP がゆっく 0点滅します。 

2 TV を押す。 

RM SET UP と SHIFT ボタンび点灯しま 
す。 

3 数字ボタンを押して、テレビの;一力一 
別の対応コードを入力する（コードび複 
数ある場合は、そのラちの1つを入力す 
る)。 

8日ページの表をご覧ください。 

4 ENT / MEM を押す。 

有効な対応コードび入力されると 、 RM 
SET UP が2回ゆっくり点滅し、設定 
モードが終了します。 

設定操作を途中でやめるときは 

手順の途中で 、 RM SET UP を押します。 

RM SET UP が己回続けて点滅し、設定モー 
ドが終了し ます。 
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設定した機器か s 入力ずるには 

その機器を設定した入力切り換え用のボタン 
を巧す。 


設定でさないとさは 

1;(下をご確認ください。 

• 手順1で RM SET UP び点滅しないときは、 
電池の残量び少なくなっています。2本とも 
新しい電池と交換してください。 

• コードを入力中に RM SET UP が日回続けて 
点滅するとさは入力に失敗しました。ちラー 
度手順1からやり直してください。 

リモコンをお買い上げ時の設定に戻ず 
には 


MASTER VOL -を巧したまま 
1/のを押し、両方のボタンを巧し 
たまま AV I / C !) を巧ず。 

RM SET UP び3回点滅します。 

U モコンの設定がお買い上げ時の状態に戻り 
ます。 


機器•メーカー別の対応コード 

下の対応コードを使って他社製の機器や、 
初期設定のままでは操作でさないソニー製機 
器を操作でさるよラに設定します。それぞれ 
の機器び受け付ける U モコン信号はモデルや 
年式によっても異な0ますので、ひとつの機 
器に複数のコードが割り当てられている場合 
もあります。あるひとつのコードを使っても 
設定でさない場合は、別のコードを使って設 
定してみて < ださい。 


ごま意 

. 対応コードは、各メーカーの最新情報に基づいて 
決められています。ただし、機器によっては一部 
またはすベての対応コードに反応しない場台ちあ 
りますので、あらかじめご了承ください。 

• 操作する機器によっては、本機の特定のボタンび 
機能しなくなる場合びあります。 


CD プレーヤーの巧応コード 


メーカー 

□— 



SONY 

101. 

102、 

103 

DEMON 

1日4、 

123 


JVC 

105、 

106、 

107 

KENWOOD 

1日8、 

109、 

110 

MAGNAVOX 

111、 

116 


MARANTZ 

116 



ONKYO 

112、 

113、 

114 

PANASONIC 

11己 



PHILIPS 

116 



PIONEER 

117 



TECHNICS 

115、 

118、 

119 

YAMAHA 

120、 

121、 

122 

DAT デッキの対応コ 

I- ド 


メーカー 

□— 



SONY 

203 



PIONEER 

219 



MD デッキの対応コ- 

-ド 


メーカー 

□— 



SONY 

301 



DEMON 

302 



JVC 

303 
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メーカー 

□— 




KENWOOD 

304 




カセットデッキの対応コ- 



メーカー 

□— 




SONY 

201、 

202 



DEMON 

204、 

205 



KENWOOD 

206、 

207、 

208、 

209 

NAKAMICHI 

210 




PANASONIC 

216 




PHILIPS 

211、 

212 



PIONEER 

213、 

214 



TECHNICS 

215、 

216 



YAMAHA 

217、 

218 



LD プレーヤーの巧応コード 

メーカー 

□— 




SONY 

601、 

602、 

603 


PIONEER 

606 




ビデオ CD プレ 

—ヤーの巧応コ 

-ド 

メーカー 

□— 




SONY 

605 




ビデオデッキの対応コー1 

ド 


メーカー 

□— 




SONY 

701、 
7日日、 

702、 

706 

703、 

704、 

AIWA* 

710、 

750、 

7己7、 

758 

AKAI 

707、 

708、 

709、 

759 

巨 LAUPUNKT 

740 




EMERSON 

711、 

715、 

712、 
71目、 

713、 

750 

714、 

FISHER 

717、 

718、 

719、 

720 

GENERAL 
ELECTRIC (GE) 

721、 

722. 

730 


GOLDSTAR/LG 

723、 

753 



GRUNDIG 

724 




HITACHI 

722. 

72己、 

729、 

741 

ITT/NOKIA 

717 




JVC 

726、 

1の、 

728、 

736 

MAGNAVOX 

730、 

731、 

738 



メーカー 

□— 




MITSUBISHI/ 

732、 

733、 

734、 

73 己 

MGA 





NEC 

736 




PANASONIC 

729、 

730、 

737、 

738、 


739、 

740 



PHILIPS 

729、 

730、 

731 


PIONEER 

729 




RCA/PROSCAN 

722、 

729、 

730、 

731、 


741、 

747 



SAMSUNG 

742、 

743、 

744、 

74 己 

SANYO 

717、 

720、 

746 


SHARP 

748、 

749 



TELEFUNKEN 

7 己1、 

752 



TOSHIBA 

747. 

756 



ZENITH 

754 





* アイワのコードを設定してわアイワ製のビデオ 
デッキを操作でをない場合は、ソニーのコード 
を入力して < ださい。 

DVD プレーヤーの対応コード 


メーカー 

□— 



SONY 

401、 

402、 

403 

巨 ROKSOMC 

424 



DEMON 

405 



HITACHI 

416 



JVC 

415、 

423 


MITSUBISHI 

419 



ORITRON 

417 



PANASONIC 

406、 

408、 

42己 

PHILIPS 

407 



PIONEER 

409、 

410 


RCA 

414 



SAMSUNG 

416、 

422 


TOSHIBA 

404、 

421 


ZENITH 

418、 

420 


DVD レコー 

ダーの 対応 コード 

メーカー 

□— 



SONY 

401、 

402、 

403 



テレビの対応コード 


メーカー 

□— 





SONY 

501 





AIWA 

501、 

536、 

539 



AKAI 

503 





AOC 

503 





CENTURION 

566 





CORONADO 

己 17 





み。 

な 

Z )< 

己03、 

5己1、 

己66、 

567 


DAYTRON 

517、 

566 




DAEWOO 

^ LO 
ろ r 

LOLO 

L 〇々 
〇寸 
LOLO 

己06、 

507、 


FISHER 

508、 

日4己 




FUNAI 

548 





FUJITSU 

528 





GOLDSTAR/LG 

のブ 
o の 
LOLO 

C\J ブ 

尸々 

LOLO 

LOCD 
•»— LO 
LOLO 

h - の 
广の 

LOLO 


GRUNDIG 

511、 

533、 

534 



HITACHI 

CO h- 
Or 
Lom 

513、 

519、 

寸寸 
•»— 寸 
LOLO 

LO h- 

广 LO 

LOLO 

571 

ITT/NOKIA 

521、 

522 




丄 C.PENNY 

503、 

510、 

566 



JVC 

516、 

552 




KMC 

517 





MAGNVOX 

のマ 
〇寸 
LO LO 

51己、 
566 

517、 

518、 


MARANTZ 

527 





MITSUBISHI / 

MGA 

coco 

OCD 

LOLO 

のの 

CO 

LOLO 

527、 

己44、 


NEC 

のブ 
〇寸 
LO LO 

h- 寸 
•»— LO 
LO LO 

〇 CD 
C\J CD 
LO LO 

己40、 


NORDMENDE 

己3日、 

558 




NOKIA 

己21、 

522、 

己73、 

57己 


PANASONIC 

己日9、 

524、 

己己3、 

5己9、 

572 

PHILIPS 

515、 

518、 

己己7、 

570、 

571 

PHILCO 

己03、 

己04、 

514、 

己17、 

518 

PIONEER 

の广 

OLO 

iDlD 

52 己、 
5己己 

526、 

540、 


PORTLAND 

503 





QUASAR 

己09、 

53己 




RADIO SHACK 

503、 

510、 

527、 

56己、 

567 

RCA/PROSCAN 

503、 

510、 

523、 

己29、 

544 


メーカー 

□— 





SAMSUNG 

503、 

515、 

517、 

531、 



532、 

534、 

544、 

556、 



557、 

562、 

己63、 

566、 

己69 

SAMP 0 

566 





SABA 

己 3 日、 

537、 

己47、 

549、 

558 

SANYO 

己08、 

545、 

己46、 

己60、 

己67 

SCOTT 

己03、 

566 




SEARS 

己03、 

己08、 

510、 

517、 



518、 

551 




SHARP 

517、 

535、 

己己0、 

己61、 

己65 

SYLVAN IA 

凯3、 

518、 

566 



THOMSON 

己3日、 

537、 

己47、 

549 


TOSHIBA 

己35、 

己39、 

己40、 

己41、 

551 

TELEFUNKEN 

己3日、 

537、 

己38、 

己47、 



己49、 

558 




TEKNIKA 

己17、 

518、 

己67 



WARDS 

己03、 

517、 

566 



YORK 

己66 





ZENITH 

己42、 

己43、 

己67 



GE 

503、 

己09、 

51日、 

己44 


LOEWE 

515、 

日34、 

556 



BS デジタルチューナー/デジタル CS 

チュ ー ナ ー の巧応コ ー ド 




メーカー 

□— 





SONY 

801、 

802、 

803、 

804、 



824、 

825、 

865 



AMSTRAD 

84己、 

846 




BskyB 

862 





GENERAL 
ELECTRIC ( GE ) 

866 





GRUNDING 

859、 

860 




HU MAX 

846、 

847 




THOMSON 

8己ァ、 

861、 

8目4、 

876 


PACE 

848、 

849、 

8日日、 

8己2、 



862、 

863、 

864 



PANASONIC 

818、 

855 




PHILIPS 

856、 

8己7、 

8己8、 

8己9、 



860、 

8目4、 

874 



NOKIA 

851、 

8己3、 

8己4、 

864 


RCA/PROSCAN 

866、 

871 




HIT 八 CHI / 巨 IT 八 

868 





HUGHES 

867 
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メーカー 

□— 




JVC / Echostar / 
Dish Network 

873 




MITSUBISHI 

872 




SAMSUNG 

875 




TOSHIBA 

869、 

870 



ケーブルテレビチユ 1 

—ナーの巧応コー 






メーカー 

□— 




SONY 

821、 

822、 

823 


HAMLIN / 

REGAL 

836、 

837、 

838、 

839、840 

JERROLD / G.IV 

806、 

807、 

808、 

809、 

MOTOROLA 

810、 

811、 

812、 

813、 


814、 

819 



JERROLD 

830、 

831 



OAK 

841、 

842、 

843 


PANASONIC 

816、 

82目、 

832、 

833、 


834、 

83己 



PHILIPS 

830、 

831 



PIONEER 

828、 

829 



RCA 

805 




SCIENTIFIC 

ATLANTA 

815、 

81目、 

817、 

844 

TOCOM / 

PHILIPS 

830、 

831 



ZENITH 

826、 

827 



チューナーの巧応コード 

メーカー 

□— 




SONY 

日日2、 

005 



ドディスクレコ’ 

—ダーの対応コー 






メーカー 

□— 




SONY 

307. 

308、 

309 


ブルーレイディスクレコーダーの対応 

コード 





メーカー 

□— 




SONY 

310、 

311、 

312 



PSX の対応コード 


メーカー 

コード 

SONY 

313、314、31己 

DVD / ビデオコンボプレーヤーの対応 
コード 

メーカー 

コード 

SONY 

411 

DVD / A - 
の巧応コー 

ドディスクコンボプレーヤー 

メーカー 

コード 

SONY 

401、402、403 
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ウンド」で、ご家庭でわ映画製作者が意図し 
た理想的な音場を体感でさます。 

■ Dolby Digital 

ドルビーラボラトリーズ社び開発した、音声 
デジタル圧縮技術です。フ□ント （ L / R )、 
センター、サラウンド （ L / R )、 サブウー 
ファーの日. 1 ch で構成され、 DVD ビデオの 
標準音靑フォー マッ トにも採用されていま 
す。 

■ Dolby Digital Plus 

Dolby Digital 円 us は従来のドルビーデジタ 
ルをさ5に高音質-高機能に進化させた音声 
フォーマットで、 HD クオ U テイの映像に 
U ッチなサラウンドサウンドを提供する柔軟 
'性と効率性を備えています 。 Dolby Digital 
Plus の優れたコーディング効率によ0、映 
像やその他のサービスのために割0当てる 
ビットレートに影響を与えることなく、最大 
7. 1 ch の高品質なサラウンド音靑を実現する 
ことが巧能になります。 

■ Dolby Digital Surround EX 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音響 
技術です 。 Dolby Digi ね I の日. 1 ch 信号のサ 
ラウンド （ L / R ) に後方のサラウンドバック 
に B ) を合成し、再生時に 6.1 ch で出力され 
ます。特に動さのあるシーンを、よりダイナ 
S ックで U アルな音場で再現します。 

■ Dolby Pro Logic II 

2 ch ステレオで記録された音声を日. 1 ch に変 
換して再生します。従来のステレオで録音さ 
れたちい映画ち、日. 1 ch の迫力で再現しま 
す。 


■ Dolby Pro Loa に llx 

7.1 ch (または 6.1 ch ) スピーカー環境のた 
めの再生システムです。ドルビーデジタルヴ 
ラウンド EX 作品に加え、通常の日. 1 ch ドル 
ビーデジタル作品を 7.1 ch (または 6.1 ch ) 

で再生でをます。さ5に通常のステレオ収録 
のコンテンツも 7.1 ch (または 6.1 ch ) で再 
生でさます。 

: 欠のページへつづぐ 

187 


その他 


用語集 

■ AAC ( MPEG -2 AAC ) 

デジタル放送で標準に定められたデジタル音 
声方式です 。 Advanced Audio Coding 
(アドバンスド-オーディオ-コーディング） 
の略で、高い圧縮率で音楽 CD 並みの音質を 
実現でをます。 

■ Component (コンポーネント）映 
像 

映像信号を輝度丫と色差 Pb 、 P 「 の3系統に 
分けて伝送する映像端テです。 DVD ビデオ 
や八イビジョン映像などの高画質をよ0忠実 
に伝送します。3つの端子はそれぞれ緑、 

青、ホで色分けされています。 

■ Composite (コンポジット） B 巧像 

映像信号を伝送する最わ一般的な映像信号で 
す。輝度丫と色 C を1つにまとめて伝送しま 
す。 

■ Deep Color 

HDMI 端子内を通る信号の色深度を高めたビ 
デオ信号です。 

従来の HDMI 端テでは、 ■! ピクセル（画素） 
で表現巧能な色数は24ビット 
(16,777,216色）でしたび 、 Deep Color 
に対応した場を、より高い36ビットなどに 
対応することび巧能にな0ます。 

多ビット化により色の濃さの階調をよ0細か 
<表現でをるため、連続した色の変化をなめ 
5かに表すことがでさます。 

■ Digital Cinema Sound ( DCS ) 

映画館での迫力あるヴウンドをご家庭で楽し 
むために、ソニーびソニー-ピクチャーズ ■ 
エンタテイン ントとの協力により独自に開 
発した劇場音響再現技術です 。 DSP (デジ 
タルシグナルプ□セッヴー）と計測データを 
結をして開発されたこの「デジタルシネマヴ 
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■ Dolby Surround (Dolby Pro 
Logic ) 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音靑 
処理技術です。ステレオ 2 ch の中にセン 
ター、サラウンドの音び合成されています。 
再生時に デコーダーで フ□ント ( L / R ) とと 
ちに 4 ch サラウンドで出力します。 

■ Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD はドルビーラボラトリーズ 
によって開発された次世代光ディスク向けの 
□スレス（可逆型）オーディオテクノ□ジー 
です 。 Dolby TrueHD はスタジオマスター 
の高品質な音声データをビッ 卜単位の精度ま 
で完全に再現し、96 kHz /24 ビットでは最 
大8か、192 kHz /24 ビットでは最大 6 ch の 
サラウンド音声をサポートしています 。 HD 
映像との組みをわせにより 、 Dolby 
TrueHD はこれまで想像でさなかったほどの 
八イクオ U ティな ホーム シアター体験を提供 
します。 

■ DTS 96/24 

高音質再生フォーマットです。 DVD ビデオ 
では最高の、ヴンプ U ング周波数96 kHz / 
量子化ビット数24ビットで音を記録します。 

■ DTS-ES 

サラウンドノ（ックを加えた 6. 1 ch 方式で再生 
します。全チャンネルを独立して記録する 
r ディスク U —卜6.1」と、ドルビーサラウン 
ド EX と同様、サラウンドバック音声をリア 
チャンネルに重ねて記録する「マトリックス 
6.1」の2種類びあります。映画のサウンド 
トラックを再生するのに適しています。 

■ DTS-HD 

従来の DTS デジタルサラウンドを拡張した 
オーディオフォーマットです。 

コアとエクステンションで構成され、コア部 
は DTS デジタルサラウンドと互換性を持つ 
てレます。 


DTS-HD には、 DTS-HD High Resolution 
Audio と DTS-HD Master Audio の2種類 
びあ 0 ます。 

DTS-HD High Resolution Audio は、最大 
転送レートび6 Mbps の非巧逆圧縮 
( Lossy ) で、最大96 kHz のヴンプリング 
周波数と最大 7. 1かに対応します。 

DTS-HD Master Audio は、最大転送レー 
卜び24.日 Mbps の巧逆圧縮 （ Lossless ) 

で、48 kHz または96 kHz のサンプリング 
周波数で最大 7.1 ch 、 192 kHz のサンプリ 
ング周波数で最大 5.1 ch に対応します。 

■ DTS Neo :6 

2 ch ステレオで記録された音靑を 7 ch に変換 
して再生します。映画用の CINEMA モード 
と、音楽などのステレオソース用の MUSIC 
モードがあ0、再生するソースや好みに応じ 
て選べます。 

■ DTS デジタルサラウンド 

DTS 社が開発した、映画館向けの音声デジ 
タル圧縮技術です。約4分の1の比較的低い 
圧縮率で記録し、より高音質で再生します。 

■ HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface ; 

テレビ接続機器のデジタル映像/音声信号を 
直接つなぐインターフェースです。 HDMI 端 
テとテレビを1本のケーブ j レで接続すること 
で、高画質な映像とデジタル音靑を楽しめま 
す。デジタル画像信号の暗号化記述を使用し 
た著作権保護技術である HDCP にわ対応し 
ています。 

■ Neural-THX 

Neural - THX サラウンドは己.1かやステレオ 
処理された音声を360度、 7.1 ch に掘;張する 
次世代サラウンド技術です。これまでのサラ 
ウンド技術に比べて、さらにオリジナル音声 
にお実で臨場感のある音響を再現します。 
Neural - THX サラウンドは、狭い帯域幅で高 
音質のマルチチャンネルサラウンド音亩の放 
送を可能にします。また、 Neural - THX サラ 
ウンドでは、他の再生方式では通常失われて 
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しまラ部分の音声わ細部まで再現するので、 
映画や音楽、ゲームの深い味わいや繊細な雰 
囲気まで実感でをます。 

音響デヴイナーが Neural-THX サラウンド技 
術を使って作ったソースは、 Neural-THX ヴ 
ラウンドを搭載した再生機器で才 U ジナルに 
忠実に再生されます。 

■ X.V. Color 

x . v.Color とは、 XV 丫 CC 規格の親しみやす 
い呼称としてソニーび提案している商標で 
す。 

xvYCC 規格とは、動画色空間の国際規格の 
ひとつです。現行の放送などで使われている 
規格よりにい色彩び表現でをます。 

■ シネマスタジオ EX 

r デジタルシネマサウンド」の集大成とわい 
えるサラウンドモードです。「バーチャル- 
7ルチディ;ンシヨン」、「スク U —ン•デプ 
ス■マッチング」、そして「シネマスタジ 
才- U バーブレーシヨン」の3つの技術でダ 
ビングシアターの音を再現します。 

仮想スピーカー技術「バーチャル■マルチ 
ディ;ンシヨン」び 7.1 ch までの実スピー 
カー環境でマルチサラウンド環境を実現し、 
最新設備の映画館の音をご家庭のサラウンド 
環境で再現します。 

r スク IJ ーン-デプス-マッチング」は、フ 
□ント、センターの前方チャンネルの音に、 
実際の映画館と同様にスク U —ン越しに再生 
されることによる高域の減衰と音のふくら 
み、距離による音の奥行さ感を付加します。 
r シネマスタジオ- U バーブレーシヨン」は、 
ソニー- ピクチャーズ-エンタテイン;ント 
のダビングスタジオをはじめとする、最新の 
ダビングシアターや録音スタジオの音響を再 
現します。スタジオの種類によ OA / B/C の3 
つのモードを選べます。 

■ サンプリング周波数 

音声などをアナ□グデータからデジタルデー 
夕へ変換するとを、数字に置さ換える必要び 
あります。この作業をヴンプ U ングと呼び、 

1秒間に記録する回数をヴンプ U ング周波数 


といいます。音楽 CD の場合、1秒間に 
44,100回記録しており、ヴンプ U ング周波 
数を 44.1 kHz と表します。一般的には、ヴ 
ンプ U ング周波数が高いほど、記録された音 
靑は高音質になります。 


圓 *3 き 
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ffi 用上のご注意 

電源プラグは容易に手び届く場所にあるコン 
セントに接続してください。次のよラな場所 
には置かないで < ださい。 

• ぐらついた台の上や不安定な場戸斤。 

• じゅラたんや巧団の上。 

• 湿気の多い所、風通しの悪い所。 

• ほこりの多い戸斤。 

• 密閉された所。 

• 直射曰光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• テレビ和ビデオデッキ、カセットデッキから 
近い巧。（テレビやビデオデッキ、カセット 
デッキといっしょに使用するとさ、近くに置 
<と、雑音び入ったり、映像び乱れたりする 
ことがあります。特に室内アンテナのときに 
起こりやすいので屋外アンテナの使用をおす 
すめします。） 

使用中の本体の温度上昇について 

使用中、本体の温度がかなり上昇しますび、 
故障ではあ0ません。 

特に、大音量で鳴5し続けると、本体キャビ 
ネットの天板や側板、底板はかなり熱くな0 
ます。このよラなとさは、キャビネットに触 
れないよラにして<ださい。火傷などのけび 
の原因にな0ます。 

また、密閉した場所に置いて使用しないで< 
ださい。温度上昇を防ぐため、風通しのよい 
所でお使いください。 


本機のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性就剤 
をかし含ませた柔らかい巧で拭いてくださ 
い。研磨用パッドや研磨剤、シンナーやベン 
ジン、アルコールなどは表面を傷めますので 
使わないで < ださい。 


ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみに 
なるとさは、隣近所に迷惑び 
かか5ないよラな音量でお聞 
をください。特に、夜はかさ 
めな音でち周囲にはよ<通る 
ちのです。 

窓を閉めた0、ヘッドホンをご使用になるな 
どお互いにむを配0、快い生活環境を守りま 
しよラ。このマークは音のエチケットのシン 
ボルマークです。 
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故障かな？と思つ 
たら 

修理に出す前にわラー度点検してくださし、。 
それでわ正常に動作しないとさは、 ソこ 一の 
相談窓 □ (裏表紙）にお問いをわせくださ 
い。 


どの音源を選んでも音が出ない、ほとんど聞 

こえない 

4スピーカーおよび各機器び正しく接続され 
ているか確認する。 

4スピーカーコードび正しく接続されている 
か確認する。 

4本機と選んだ機器の電源び入っているか確 
認する。 

4 MASTER VOLUME び 「VOL MIN 」 に 
設定されていないか確認する。 

4本機前面の SPEAKERS ( OFF / A / 巨/ 
A + B ) が 「 OFF 」 になっていないか確認 
する （32 ページ)。 

今〜ッ ドホンびつなびれていないか確認す 
る。 

4 U モコンの MUTING を押して、消音機能 
を解除する。 

4入力切0換え用のボタン（または本体の 
INPUT SELECTOR ) で正しい入力び選 
ばれているか確認する （40 ページ)。 

4ル音量でしか聞こえないとをは NIGHT 
MODE び働いていないか確認する （60 
ぺージ)。 

4保護回路が働いている。本機の電源を切 
0、スピーカーの接続にショートがないか 
確認して、わラー度電源を入れる。 

選んだ機器か 5 音が出ない 

4選んだ機器の音声入力端テに正しく接続さ 
れているか確認する。 

4接続コードび本機や選んだ機器に正しく接 
続されているか確認する。 


片方のフ□ントスピーカーか6音が出ない 

4へッドホンを PHONES 端子につなざ、 

へッ ドホンから音び聞こえるか確認する。 
へッ ドホンの片方のチャンネルしか聞こえ 
ない場合は、選んだ機器と本機び正しく接 
続されていません。正し<接続されている 
か確認して<ださい。両方のチャンネルび 
聞こえる場合は、フ□ントスピーカーび正 
しく接続されていません。正し<接続され 
ているか確認して < ださい。 

アナ□グ機器を接続しているときは、 L/R 
の片方の端子のみに接続していないか確認 
する。音靑コード（別売）を使って L / R 両 
ちの端子に接続してください。 

アナ□グ2チャンネル入力の音が出ない 

選んだ入力の INPUT MODE び 「 AUTO 」 
に設定されていないか確認する （75 ペー 
ジ)。また選んだ入力び DIGITAL や 
HDMI 接続されていないか確認する。 
選んだ入力の INPUT MODE び rCOAXJ 
または roPT 」 に設定されていないか確 
認する （75 ページ)。 

4選んだ入力に、が部入力;><ニューの 
「DIGITAL ASSIGN 」 機能を使ってデジ 
タル音声入力を割0当てていないか確認す 
る （76 ぺージ)。 

デジタル入力 （COAXIAL OPTICAL ) の 
音が出ない 

INPUT MODE 機能を使って 
「 ANALOG 」 を選んでいないか確認する 
(75 ページ)。 

アナ□グダイレクト機能を使っていないか 
確認する。 

選んだ入力のデジタル音靑入力を、が部入 
力;こューの 「DIGITAL ASSIGN 」 機能 
を使って他の入力に割0当てていないか確 
認する （76 ページ)。 

本機に接続した機器の電源を入れると、パチ 
ンといラ音がずる 

選んだ入力の INPUT MODE び 「 AUTO 」 
に設定されていないか確認する（7日ペー 
ジ)。 


次のぺージへつつ< 
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音青 


か9音 



ちちの音のバランスが悪い、または逆転して 
し、る 

スピーカーおよび各機器が正しく接続され 
ているか確認する。 

LEVEL ；>< ニューにあるバランスパラ ><- 
ターを調節する （47 ページ)。 


八ム音またはノイズびひどい 

スピーカーおよび各機器が正しく接続され 
ているか確認する。 

接続コードがトランスやモーターから離れ 
ているか、テレビや堂光灯からはかなくと 
も 3 m 離れているか確認する。 

テレビを他のオーディオ機器から離して設 
置する。 

プラグや端子び巧れている。 アルコールで 
かし湿した巧で拭さ取る。 


センター/サラウンド/サラウンドパックス 
ピーカーの音び出ない、ほとんど聞こえない 

シネマスタジオ EX モードを選ぶ （58 ペー 
ジ)。 

スピーカーの音量を調節する （39 ぺ一 
ジ)。 

rSP PATTERN 」 の設定を確認する （48 
ぺージ）。 


ヴブウーファーの音が出ない 

サブウーファーが正しく接続されているか 
確認する。 

サブウーファーの電源が入っているか確認 
する。 

選んでいるヴウンドフイールドによって 
は、サブウーファーからは音が出ません。 
すべての スピーカーび 「 LARGE 」 に設定 
されているとさ、 「 NE 06 CIN 」 または 
「 NE 06 MUS 」 が選ばれているとサブ 
ウーファーからは音び出ません。 

4 「SP PATTERN 」 の設定を確認する （48 
ぺージ）。 


ヴラウンド効果が得5れない 

サウンドフィールドび働いているか確認す 
る （ MOVIE または MUS にを巧す)。 
サンプリング周波数び 88.2 kHz )； (上の信 
号を受信しているとさは、サウンドフイー 
ルドは機能しません。 


ドルビーデジタルや DTS のマルチチヤンネ 
ルの音声び再生されない 

4再生中の DVD などび、ドルビーデジタル 
や DTS で録音されているか確認する。 

4 DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入 
力端テに接続しているとさは、接続した機 
器の音靑の出力設定を確認する。 


録音ができない 

各機器び正しく接続されているか確認す 
る。 

入力切0換え用のボタンで録音したい機器 
を選ぶ （40 ページ)。 


デジタルメディアポートアダプターにつない 
だ機器か5音びでない 

本機の音量を確認してください。 

デジタル;ディアポートアダプターとプ 
レーヤーが正しく接続されていません。本 
機の電源を切り、デジタルディアポート 
アダプターとプレーヤーをつなざなおして 
<ださい。 

本機びデジタルディア ポー トアダプター 
とプレーヤーのデバイスに対応しているか 
確認してください。 


映像 

テレビ画面に映像が出ない、または明瞭でな 
い 

適切な入力を選ぶ。 

テレビの入カモードを確認する。 

テレビをオーディオ機器から離す。 
デジタルディアポートアダプターによつ 
ては、映像を入力でさません。 


録画がでをない 

各機器び正し<接続されているか確認す 
る。 

入力切0換え用のボタンで録画したい機器 
を選ぶ （40 ページ)。 
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H DM I 機器制御機能が働かない 
4 HDMI 接続を確認する （69 ページ)。 

4 HDMI メこユーで 「 CTRL : HDMU び 
「CTRL ON 」 に設定されていることを確 
認する。 

接続機器び HDMI 機器制御機能に对応して 
いることを確認する。 

接続機器の HDMI 機器制御機能設定を確認 
する。お使いの機器に付属の取扱説明書を 
ご覧 < ださし、。 

HDMI 接続を変更したり、電源コードの扳 
を差しをしたり、電源に不具合びあるとを 
は、 r ブラビアリンク"機能を使ラ準備を 
する」 （70 ページ）の手順を繰り返す。 


システムオーデイオコント□—ル機能を使つ 
ているとさに本機とテレビの両方か6音が出 
ない 

テレビびシステムオーデイオコント□ール 
機能に対応していることを確認する。 

テレビにシステムオーデイオコント□ール 
機能びないとをは 、 HDMI メこユーの 
「AUDIO OUT 」 を下記のよラに設定す 
る。 

ーテレビと本機につないだスピーカーから音を 
聞くときは、 nV + AMPj に設定する。 

次のぺージへつづぐ 


再生機器によっては、機器側で設定び必要 
な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明 
書ちご覧ください。 

解像度が 1 12 5 p (1080 p ) の映像や 
Deep Color の映像を視聴するときは、 
HIGH SPEED 対応 HDMI 端テ用の接続 
ケーフル (HDMI Version 1.3 a カテコ‘ 

U —2ケーブル）でつないでいるか確認す 
る。 


HDMI に入力しているソースの映像が本機に 
接続したテレビか 5 でない 

HDMI 接続を確認する （69 ページ)。 

4再生機器によっては、機器側で設定び必要 
な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明 
書もご覧ください。 

4 解像度が 1 12 5 p (1080 p ) の映像や 
Deep Color の映像を視聴するとをは、 
HIGH SPEED 対応 HDMI 端テ用の接続 
ケーブル （HDMI Version 1.3 a カテコ‘ 

U —2ケーブル）でつないでいるか確認す 
る。 


ラジオ 


FM 放送の受信が態が悪い 

■>7日 n 同軸ケーブル（別売）を使って、下 
図のように本機と屋外アンテナをつなぐ。 
本機と屋外アンテナをつなぐ場合は、避雷 
のため、アース線を使って接地してくださ 
し、ガス爆発を防ぐため、アース線をガス 
管に接続しないで < ださい。 


屋外アンテナ 



放送局が受信でさない 

アンテナが正しくつながれているか確認す 
る。アンテナの向さを調節した0、屋がア 
ンテナを使ったりする。 

4自動受信をしている場合に受信状態が悪い 
とさは、手動受信する。 

AM 局をダイレクト受信しているとさは、 
受信範囲が正しいか確認する。 

プリセットしている場を、何も登録してい 
ない、または登録した放送局を消してし 
まった。その場をは登録する（6日ペー 
ジ)。 

D に PLA 丫をくり返して押して、表示窓で 
周波数を確認する。 

4雑音び入らないよラに、アンテナをスピー 
カーコー ドや電源 コー ドか5離す。 


HDMI 


HDMI に入力しているソースの音が本機また 
は本機に接続したテレビか 5 でない 

HDMI 接続を確認する （69 ページ)。 
HDMI 接続でスーパーオーディオ CD は聞 
けません。 


ホさを 
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-本機につないだスピーカーからのみ音を聞< 
ときは、 「 AMP 」 に設定する。 

本機に接続した機器の音声び聞こえない。 

一本機に HDMI 接続した機器を視聴するとをは、 
本機の入力を HDMI に切り換える。 

ーテレビ放送を視聴するとをは、テレビのチャ 
ンネルを切り換える。 

ーテレビにつないだ他の機器を視聴したい場を 
は、テレビを操作して、視聴したい機器また 
は入力を選ぶ。テレビの操作について詳し< 
は、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

番組情報の種類に合わせてヴウンドフィー 

ルドび切り誓わらない。 

一つないだテレビびオートジャンルセレクター 
に対応しているか確認する。 

ーシステムオーディオコント□ールび有効に 
なっているか確認する。 

-本機の電源を入れ直す。 


U モコン 

U モコンで操作でをない 

■» 本体の U モコン受光部に向けて操作する。 
U モコンと本体の間にある障害物を取 D 除 
く。 

U モコンの乾電池を交換する。 

U モコンで正しい入力を還んだか確認す 
る。 

他社製の機器を操作でさるよラにリモコン 
を設定したとさは、その機器の一力一や 
年式によっては正しく操作でをない場をび 
あります。 


自動音場補正の測定中にエラー; >( ツセージが 
表示された場をは、「自動音場補正の測定後 
に表のされるツセージの一覧」 （37 ぺ一 
ジ）をご覧のラえ、表示にをった対応をして 
<ださい。 

その他の症状び出たときは 

本機を初期設定状態にして<ださい （31 
ページ)。すべての設定びお買い上げ時の状 
態に戻りますので、再設定が必要にな0ま 
す。 

本機の設定をリセッ ト ずるための参照 

ぺージ 


リセットずるちの 

参照ページ 

すべての設定 

31ぺージ 

調節したサウンドフィールド 

目2ぺージ 


エラーメッセージ 

本機び正しく動作していないとき、表示窓に 
エラー><ッセージび表示されます。表示に 
よって、本機の状態びわかるよラになってい 
ます。政下をご覧にな0、表示に合った対応 
をしてください。2、3度く0返しても正常 
に戻らないとさは、ソこーサービス窓口にご 
相談 < ださい。 


PROTECTOR 

スピーカー出力に異常な電流が流れていま 
す。数砂後に本機の電源が自動的に切れま 
す。スピーカーの接続を確認し、再度電源 
を入れてください。 
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保証書とアフター 
サービス 

巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお費け取 
0< ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保ちして<ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する 
際に、旧部品を回収させていただ<場合びあ 
0ます。あらかじめご了承ください。 

ご相談になるときは次のことをお知 S 
せ < ださい。 

• 型名： STR - DG 82 日 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


アフター ヴー ビス 


調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にあるおおくのソニーヴービ 
ス窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の 
機能を維持するために必要な部品）を、製造 
打ち切り媛8年間保有しています。この部品 
保有期間を修理可能の期間とさせていただを 
ます。保有期間び経過した媛ち、故障箇所に 
よっては修理可能の場をびありますので、お 
買い上げ店か、サービス窓□にご相談くださ 
い。 




主な仕様 


アンプ部 

実巧最大出力 

ステレオモード （8 Q 、 JEITA ) : 

150 W 

(1 kHz ' THD 1日％、 80) 
サラウンドモード （8 n 、 JEITA ) : 

フ□ント部：150 W (1 チヤン 
ネルあたり） 

センター部：1己日 W 
サラウンド部：150 W (1 チト 
ンネルあたり） 


スピーカー 適合 インピーダンス 



フ□ント、サラウンド、セン 
ター、サラウンドバック部： 

8 D またはそれ政上 

高調液ひずみ率 

日.09 %下 

20 Hz 〜20 kHz 
(8 0負荷） 

85 W + 85 W 

周放数特性 

10 Hz 〜100 kHz ±3 dB 
(8 0時） 

入力 


アナ□グ 

SA - CD / CD / CD - R 、 DVD 、 
TV 、 SAT 、 VIDEO 1、 2 : 
入力感度： 500 mV 
入カインピーダンス： 50 kQ 
S/N 比： 96 d 目 
(Input short . 20 kHz LPF 、 
A ネットワーク） 

デジタル 

DVD ( COAXIAL ) : 

入カインピーダンス： 75 0 

S / N 比:100 dB 

(20 kHz LPF 、 A ネットワー 


ク） 

TV 、 SAT 、 VIDEO 1 
COP^nCAL) : 

S / N 比:100 dB 

(20 kHz LPF 、 A ネットワー 

ク） 

出力 VIDEO 1、 SA - CD / CD / CD - 

R : 

出力電圧： 500 mV 
出カインピーダンス：1日 kQ 
SUBWOOFER : 

出力電圧： 2 V 
出カインピーダンス：1 kQ 


ビデオ部 

入力/出力 



VIDEO :1 Vp-p 75 0 
COMPONENT VIDEO :ルミ 
ナンス （ Y ) 

入力感度/出力電圧：1 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 

75 n 

1 b / Cb 、' r / Cr 

入力感度/出力電圧：日.7 Vp - 

P 

入力/出カインピーダンス： 

75 n 

FM チユーナー部 

受信周波数 

76.日一 90.0 MHz 

中間周波数 

FM :10.7 MHz 

AM チユーナー部 

受信周波数 

531 -1,602 kHz (9 kH 之間 
隔） 

中間周波数 

450 kHz 

電源、その他 

電源 

AC 100 V . 己0/6日 Hz 

消費電力 

145 W 

消費電力（スタンバイ時） 


0.9 W ( HDMI メニューの 
「 CTRL : HDMU び 「CTRL 
OFF 」 に設定されているとを） 

最大外形寸法 

43日 X 157.5 x 318 mm (幅/ 
高さ/奧行を、最大突起部を含 
む） 

質量 

約 8.3 kg 
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同旧物 

• FM ワイヤーアンテナ （1) 

• AM ループアンテナ （1) 

• リモコン （ RM - AAP 022)(1) 

• 単3形乾電池に） 

• キヤ U ブレーシヨンマイク□フオン： ECM - 
AC 2 (1) 

• 取扱説明書（本書） （1) 

• 接続-設定ガイド （1) 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

• 保証書 （1) 

• 安全のために （1) 

仕様およびが観は、改良のため、予告な<変更する 
ことびありますび、ご了承<ださい。 



待機消費電力日. 9 W 

フリント配備板に；\□ゲン系難燃剤を 

使用していません。 

包装用緩衝材に紙材料を使用 


本機は rjISC 61000 -3-2 適合品」です。 



索引 


あ巧 

アンテナ 

接続する30 

衛星放送チューナー/セット 
トップボックス 
接続する28 
エラー><ッセージ94 
選ぶ 

機器4日 

サウンドフィールド己8 
スピーカーシステム32 
オートジャンルセレクター 
72 

お手入れ90 


さ巧 

サウンドフィールド 
選ぶ日8 

お買い上げ時の設定に戻 
す62 

サラウンド効果己己 
システムオーディオコント 
□-ル72 

自動音場補正機能33 
消音機能40 
初期設定31 

スーパーオーディオ CD プ 
レーヤー 
再生する41 
接続する23 
スピーカー 

接続する19 
設置する18 
ス U —プタイ7 — 80 


た巧 

デジタル;ディアポート 
接続する78 
入力する40 
テレビゲーム機 
接続する29 
テレビ 

接続する21 
電源オフ連動74 
ドルビーデジタル87 
ドルビーデジタル EX 己5 


な巧 

名前を付ける66、79 


は巧 

ビデオデッキ 
接続する29 
"ブラビアリンク"機能 
準備する70 
接続する69 

ブルーレイディスクプレー 
ャー 

再生する42 
接続する2己 


ま巧 

ッセージ 

自動音場補正37 
y-ZL- 

AUDIO>< ニュー己 2 
A. CAL><-zl- 38 
HDM けニュ ー 53 
LEVEL >< こユ ー 47 
SPEAKER たュ ー 48 
SURROUND>< こ ユー 
51 

SYSTEM^-zl- 54 


6巧 

ラジオ 

自動で受信する63 
手動で受信する64 
登録した放送局を聞く 
66 

U モコン12 

録音 8"! 

録画81 


わ巧 

ワンタッチ再生71 


A-Z 、 0-9 

AAC 9 

A . F . D . (才ートフオーマツ 
トダイレクト ） 56 


CD プレーヤー 
再生する41 
接続する23 
DIGITAL ASSIGN 76 
DTS 88 
DVD プレーヤー 
再生する 42 
接続する27 
DVD レコーダー 
接続する29 
HDMI 

接続する2日 
INPUT MODE 75 
NIGHT MODE 60 
Phase Audio 47 
Phase Noise 47 
SPEAKERS ( OFF / A / 目/ 
A + B ) 7 
TEST TONE 39 
5."!チヤンネル 18 
7."!チヤンネル 18 
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よくあるお問い合わせ、解決方法などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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